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楚
遊
日
記
（
２
）

●
崇
禎
一
○
（
一
六
三
七
）
年
二
月
一
日
～
二
十
九
日
、
二
九
日
間

徐
霞
客
五
十
二
歳

●
訳
注
稿

第
二
部

衡
陽
遭
難
記
（
二
月
十
一
日
～
十
三
日
）

［
二
月
十
一
日
］

《
概
要
》
よ
う
や
く
出
航
し
、
東
陽
渡
な
ど
を
経
過
し
て
、
新
塘
站
の
対
岸
で
停
泊
。
夜
半
に
盗
賊
団
が

船
に
乱
入
、
乗
客
達
を
斬
り
、
荷
物
を
奪
っ
た
。
徐
霞
客
は
か
ら
く
も
裸
身
で
川
に
飛
び
込
み
、
な
ん
と

か
命
は
助
か
っ
た
。

■
本
文
の
部

十
一
日

五
更
復
聞
雨
聲
、
天
明
漸
霽
。

二
十
五
里
、
南
上
鉤
欄
灘
、
衡
南
首
灘
也
、
江
深
流
縮
、
勢
不
甚
洶
湧
。
轉
而
西
、
又
五
里
爲
東
陽
渡
、

其
北
岸
爲
琉
璃
廠
、
乃
桂
府
燒
造
之
窯
也
。
又
西
二
十
里
爲
車
江[

或
作
汊
江
。]

。
其
北
數
里
外
即
雲
母

山
。
乃
折
而
東
南
行
、
十
里
爲
雲
集
潭
、
有
小
山
在
東
岸
。
已
復
南
轉
、
十
里
爲
新
塘
站[

舊
有
驛
、
今

廢
。]

、
又
六
里
、
泊
於
新
塘
站
上
流
之
對
涯
。
同
舟
者
爲
衡
郡
艾
行
可
・
石
瑤
庭
、
艾
爲
桂
府
禮
生
、

而
石
本
蘇
人
、
居
此
已
三
代
矣
。
其
時
日
有
餘
照
、
而
其
處
止
有
穀
舟
二
隻
、
遂
依
之
泊
。
已
而
同
上
水

者
又
五
六
舟
、
亦
隨
泊
焉
。
其
涯
上
本
無
村
落
、
余
念
石
與
前
艙
所
搭
徽
人
倶
慣
遊
江
湖
、
而
艾
又
本
郡

人
、
其
行
止
余
可
無
參
與
、
乃
聽
其
泊
。
迨
暮
、
月
色
頗
明
。
余
念
入
春
以
來
尚
未
見
月
、
及
入
舟
前
晩
、

則
瀟
湘
夜
雨
、
此
夕
則
湘
浦
月
明
、
兩
夕
之
間
、
各
擅
一
勝
、
爲
之
躍
然
。
已
而
忽
聞
岸
上
涯
邊
有
啼
號

聲
、
若
幼
童
、
又
若
婦
女
、
更
餘
不
止
。
衆
舟
寂
然
、
皆
不
敢
問
。
余
聞
之
不
能
寐
、
枕
上
方
作
詩
憐
之
、

有
「
簫
管
孤
舟
悲
赤
壁
、
琵
琶
兩
袖
濕
青
衫
」
之
句
、
又
有
「
灘
驚
廻
雁
天
方
一
、
月
叫
杜
鵑
更
已
三
」

等
句
。
然
亦
止
慮
有
詐
局
、
俟
憐
而
納
之
、
即
有
尾
其
後
以
挾
詐
者
、
不
虞
其
爲
盜
也
。
迨
二
鼓
、
靜
聞

心
不
能
忍
、
因
小
解
渉
水
登
岸[

静
聞
戒
律
甚
嚴
、
一
吐
一
解
。
必
俟
登
岸
、
不
入
于
水
。]

、
呼
而
詰
之
、

則
童
子
也
、
年
十
四
五
、
尚
未
受
全
髪
、
詭
言
出
王
閹
之
門
、
年
甫
十
二
、
王
善
酗
酒
、
操
大
杖
、
故
欲

走
避
。
靜
聞
勸
其
歸
、
且
厚
撫
之
、
彼
竟
臥
涯
側
。
比
靜
聞
登
舟
未
久
、
則
群
盜
喊
殺
入
舟
、
火
炬
刀
劍

交
叢
而
下
。
余
時
未
寐
、
急
從
臥
板
下
取
匣
中
遊
資
移
之
。
越
艾
艙
。
欲
從
舟
尾
赴
水
、
而
舟
尾
賊
方
揮

劍
斫
尾
門
、
不
得
出
、
乃
力
掀
篷
隙
、
莽
投
之
江
中
、
復
走
臥
處
、
覓
衣
披
之
。
靜
聞
・
顧
僕
與
艾
・
石

主
僕
、
或
赤
身
、
或
擁
被
、
倶
逼
聚
一
處
。
賊
前
從
中
艙
、
後
破
後
門
、
前
後
刀
戟
亂
戳
、
無
不
以
赤
體

受
之
者
。
余
念
必
爲
盜
執
、
所
持
紬
衣
不
便
、
乃
並
棄
之
。
各
跪
而
請
命
、
賊
戳
不
已
、
遂
一
湧
掀
篷
入

水
。
入
水
余
最
後
、
足
爲
竹
縴
所
絆
、
竟
同
篷
倒
翻
而
下
、
首
先
及
江
底
、
耳
鼻
灌
水
一
口
、
急
踴
而
起
。

幸
水
淺
止
及
腰
、
乃
逆
流
行
江
中
、
得
鄰
舟
間
避
而
至
、
遂
躍
入
其
中
。
時
水
浸
寒
甚
、
鄰
客
以
舟
人
被

蓋
余
、
而
臥
其
舟
、
溯
流
而
上
三
四
里
、
泊
於
香
爐
山
、
蓋
已
隔
江
矣
。
還
望
所
劫
舟
、
火
光
赫
然
、
群

盜
齊
喊
一
聲
爲
號
而
去
。
已
而
同
泊
諸
舟
倶
移
泊
而
來
、
有
言
南
京
相
公
身
被
四
創
者
、
余
聞
之
暗
笑
其

言
之
妄
。
且
幸
亂
刃
交
戟
之
下
、
赤
身
其
間
、
獨
一
創
不
及
、
此
實
天
幸
。
惟
靜
聞
・
顧
奴
不
知
其
處
、
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然
亦
以
爲
一
滾
入
水
、
得
免
虎
口
、
資
囊
可
無
計
矣
。
但
張
侯
宗
璉
所
著
《
南
程
續
記
》
一
帙
、
乃
其
手

筆
、
其
家
珍
藏
二
百
餘
年
、
而
一
入
余
手
、
遂
罹
此
厄
、
能
不
撫
膺
！
其
時
舟
人
父
子
亦
倶
被
戳
、
哀
號

於
鄰
舟
。
他
舟
又
有
石
瑤
庭
及
艾
僕
與
顧
僕
、
倶
爲
盜
戳
、
赤
身
而
來
、
與
余
同
被
臥
、
始
知
所
謂
被
四

創
者
、
乃
余
僕
也
。
前
艙
五
徽
人
倶
木
客
、
亦
有
二
人
在
鄰
舟
、
其
三
人
不
知
何
處
。
而
余
艙
尚
不
見
靜

聞
、
後
艙
則
艾
行
可
與
其
友
曾
姓
者
、
亦
無
問
處
。
余
時
臥
稠
人
中
、
顧
僕
呻
吟
甚
、
余
念
行
囊
雖
焚
劫

無
遺
、
而
所
投
匣
資
或
在
江
底
可
覓
。
但
恐
天
明
爲
見
者
取
去
、
欲
昧
爽
即
行
、
而
身
無
寸
絲
、
何
以
就

岸
。
是
晩
初
月
甚
明
、
及
盜
至
、
已
陰
雲
四
布
、
迨
曉
、
雨
復
霏
霏
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

五
更
に
復
た
雨
聲
を
聞
く
。
天
明
に
漸
く
霽
る
。

二
十
五
里
、
南
の
か
た
鉤
欄
灘
を
上
る
。
衡
南
の
首
灘
な
り
。
江
は
深
く
流
れ
は
縮
む
も
、
勢
甚
し
く

は
洶
湧
な
ら
ず
。
轉
じ
て
西
し
、
又
た
五
里
に
し
て
東
陽
渡
た
り
。
其
の
北
岸
は
琉
璃
廠
た
り
。
乃
ち
桂

府
燒
造
の
窯
な
り
。
又
た
西
に
二
十
里
に
し
て
車
江
た
り[

或
い
は
汊
江
に
作
る]

。
其
の
北
數
里
の
外
は

即
ち
雲
母
山
な
り
。
乃
ち
折
れ
て
東
南
に
行
く
。
十
里
に
し
て
雲
集
潭
た
り
。
小
山
の
東
岸
に
在
る
有
り
。

已
に
し
て
復
た
南
に
轉
じ
、
十
里
に
し
て
新
塘
站
た
り[

舊
驛
有
り
、
今
は
廢
す]

。
又
た
六
里
に
し
て
、

新
塘
站
上
流
の
對
涯
に
泊
す
。

同
舟
者
は
衡
郡
の
艾
行
可
・
石
瑤
庭
た
り
。
艾
は
桂
府
の
禮
生
た
り
。
而
し
て
石
は
本
蘇
人
に
し
て
、

此
に
居
る
こ
と
已
に
三
代
な
り
。

其
の
時
日
に
餘
照
有
り
、
而
し
て
其
の
處
に
止
ま
る
に
穀
舟
二
隻
有
り
、
遂
に
之
に
依
り
て
泊
す
。
已

に
し
て
同
じ
く
水
を
上
る
者
又
た
五
六
舟
あ
り
て
、
亦
た
隨
ひ
泊
す
。
其
の
涯
の
上
に
は
も
と
村
落
無
し
。

余
念
ふ
、
石
と
前
艙
に
搭
す
る
所
の
徽
人
と
は
倶
に
江
湖
に
遊
ぶ
に
慣
れ
、
而
し
て
艾
も
又
た
本
郡
の
人

な
れ
ば
、
其
の
行
止
に
、
余
は
參
與
す
べ
き
無
し
、
と
。
乃
ち
其
の
泊
を
聽
す
。

ゆ
る

暮
れ
に
迨
び
、
月
色
頗
る
明
か
な
り
。
余
念
ふ
、
春
に
入
り
て
以
來
、
尚
ほ
未
だ
月
を
見
ず
、
と
。
及

お
よ

び
舟
に
入
る
の
前
晩
は
、
則
ち
「
瀟
湘
夜
雨
」
に
し
て
、
此
の
夕
は
則
ち
「
湘
浦
月
明
」
な
り
。
兩
夕
の

間
、
各
々
一
勝
を
擅
に
す
。
之
が
爲
に
躍
然
た
り
。

已
に
し
て
忽
ち
聞
く
、
岸
上
の
涯
邊
に
啼
號
の
聲
有
る
を
。
幼
童
の
若
く
、
又
た
婦
女
の
若
し
。
更
餘

に
し
て
止
ま
ず
。
衆
舟
は
寂
然
と
し
て
、
皆
敢
へ
て
問
は
ず
。
余
之
を
聞
き
寐
ぬ
る
能
わ
ず
。
枕
上
に
方

に
詩
を
作
り
て
之
を
憐
ま
ん
と
す
。「
簫
管
孤
舟
悲
赤
壁
」「
琵
琶
兩
袖
濕
青
衫
」
の
句
有
り
、
又
た
「
灘

驚
廻
雁
天
方
一
」「
月
叫
杜
鵑
更
已
三
」
等
の
句
有
り
。

然
れ
ど
も
亦
た
止
だ
詐
局
有
る
か
と

慮

り
、
憐
み
て
之
を
納
る
れ
ば
、
即
ち
其
の
後
に
尾
す
る
に

た

お
も
ん
ぱ
か

詐
を
挾
む
者
を
以
て
す
る
有
る
か
と
俟
つ
。
其
の
盗
た
る
を

虞

ら
ざ
る
な
り
。

ま

お
も
ん
ぱ
か

二
鼓
に
迨
び
、
靜
聞
心
に
忍
ぶ
能
は
ず
、
小
解
に
因
り
て
水
を
渉
り
て
岸
に
登
る[

靜
聞
戒
律
甚
だ
嚴

に
し
て
、
一
吐
一
解
に
も
、
必
ず
岸
に
登
る
を
俟
ち
、
水
に
入
れ
ず]

。
呼
し
て
之
を
詰
へ
ば
、
則
ち
童

と

子
な
り
。
年
十
四
五
、
尚
ほ
未
だ
全
髪
を
受
け
ず
。
詭
り
て
言
ふ
、
「
王
閹
の
門
を
出
づ
。
年
甫
め
て
十

は
じ

二
。
王
善
く
酗
酒
し
、
大
杖
を
操
る
。
故
に
走
げ
避
け
ん
と
欲
す
」
と
。
靜
聞
其
の
歸
る
を
勸
め
、
且
つ

厚
く
之
を
撫
す
。
彼
竟
に
涯
の
側
に
臥
す
。

靜
聞
の
舟
に
登
る

比

ひ
、
未
だ
久
し
か
ら
ず
し
て
、
則
ち
群
盜
「
殺
す
」
と
喊
し
て
舟
に
入
る
。
火

こ
ろ
ほ

炬
刀
劍
、
交
叢
し
て
下
る
。

余
時
に
未
だ
寐
ね
ず
。
急
く
臥
板
の
下
よ
り
匣
中
の
遊
資
を
取
り
之
を
移
さ
ん
と
す
。
艾
の
艙
を
越
え
、

と
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舟
尾
よ
り
水
に
赴
か
ん
と
欲
す
る
も
、
而
し
て
舟
尾
は
賊
方
に
劍
を
揮
っ
て
尾
門
を
斫
り
、
出
づ
る
を
得

ま
さ

き

ず
。
乃
ち
力
め
て
篷
隙
を
掀
げ
、
莽
に
し
て
之
を
江
中
に
投
ず
。
復
た
臥
處
に
走
り
、
衣
を
覓
め
て
之
を

つ
と

か
か

披
る
。
靜
聞
顧
僕
と
艾
石
の
主
僕
と
、
或
い
は
赤
身
、
或
い
は
擁
被
、
倶
に
一
處
に
逼
聚
す
。
賊
は
前
は

中
艙
よ
り
し
、
後
は
後
門
を
破
り
、
前
後
刀
戟
亂
戳
し
、
赤
體
を
以
て
之
を
受
け
ざ
る
者
無
し
。
余
念
ふ
、

必
ず
盜
の
執
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ん
、
と
。
持
す
る
所
の
紬
衣
は
便
な
ら
ず
、
乃
ち
並
び
に
之
を
棄
つ
。
各

々
跪
き
て
命
を
請
ふ
も
、
賊
戳
し
て
已
ま
ず
。
遂
に
一
湧
し
、
篷
を
掀
げ
て
水
に
入
る
。
水
に
入
る
は
余

さ

最
も
後
れ
、
足
竹
縴
の
絆
す
る
所
と
な
り
、
竟
に
篷
と
同
に
倒
翻
し
て
下
る
。
首
先
に
江
底
に
及
び
、
耳

と
も

鼻
水
を
灌
ぐ
こ
と
一
口
な
り
。
急
く
踴
り
て
起
つ
。
幸
ひ
に
水
は
淺
く
し
て
腰
に
及
ぶ
に
止
ま
る
。
乃
ち

流
れ
に
逆
ひ
て
江
中
を
行
き
、
鄰
舟
の
間
か
に
避
け
て
至
る
も
の
を
得
。
遂
に
躍
り
て
其
の
中
に
入
る
。

ひ
そ

時
に
水
に
浸
り
て
寒
甚
し
。
鄰
客
舟
人
の
被
を
以
て
余
を
蓋
ふ
、
而
し
て
其
の
舟
に
臥
ず
。
流
れ
を
溯
り

お
ほ

て
上
る
こ
と
三
四
里
、
香
爐
山
に
泊
す
、
蓋
し
已
に
江
を
隔
つ
る
な
り
。

還
っ
て
劫
め
ら
る
る
所
の
舟
を
望
ま
ば
、
火
光
赫
然
た
り
。
群
盜
一
聲
を
齊
喊
し
號
を
な
し
て
去
る
。

か
へ

か
す

已
に
し
て
同
泊
の
諸
舟
倶
に
泊
を
移
し
て
來
る
。
南
京
の
相
公
身
に
四
創
を
被
る
と
言
ふ
者
有
り
。
余
之

を
聞
き
其
の
言
の
妄
な
る
を
暗
笑
す
。
且
つ
幸
ひ
に
亂
刃
交
戟
の
下
に
あ
り
て
、
身
を
其
の
間
に
赤
し
、

獨
だ
一
創
も
及
ば
ざ
る
は
、
此
れ
實
に
天
幸
な
り
。
惟
だ
靜
聞
・
顧
奴
は
其
の
處
を
知
ら
ず
、
然
れ
ど
も

亦
た
以
爲
ふ
、
一
滾
に
水
に
入
れ
ば
、
虎
口
を
免
る
る
を
得
ん
。
資
囊
は
計
無
か
る
べ
し
。

但
だ
張
侯
宗
璉
の
著
す
る
所
の
《
南
程
續
記
》
一
帙
は
、
乃
ち
其
の
手
筆
に
し
て
、
其
の
家
の
珍
藏
す

る
こ
と
二
百
餘
年
な
り
。
而
し
て
一
た
び
余
の
手
に
入
り
、
遂
に
此
の
厄
に
罹
る
、
能
く
撫
膺
せ
ざ
ら
ん

や
。其

の
時
舟
人
父
子
も
亦
た
倶
に
戳
さ
る
。
鄰
舟
に
哀
號
す
。
他
の
舟
は
又
た
石
瑤
庭
及
び
艾
僕
と
顧
僕

と
、
倶
に
盜
に
戳
さ
れ
、
赤
身
に
し
て
來
り
、
余
と
同
に
被
に
臥
す
。
始
め
て
知
る
、
謂
ふ
所
の
「
四
創

さ

せ
ら
る
る
者
」
は
、
乃
ち
余
が
僕
な
り
。
前
艙
の
五
徽
人
は
倶
に
木
客
に
し
て
、
亦
た
二
人
の
鄰
舟
に
在

る
有
り
て
、
其
の
三
人
は
何
れ
の
處
な
る
か
を
知
ら
ず
。
而
し
て
余
が
艙
は
尚
ほ
静
聞
を
見
ず
。
後
艙
は

則
ち
艾
行
可
と
其
友
の
曾
姓
な
る
者
と
、
亦
た
問
ふ
處
を
知
ら
ず
。
余
時
に
稠
人
の
中
に
臥
す
、
顧
僕
呻

吟
す
る
こ
と
甚
し
。
余
念
ふ
、
行
囊
は
焚
劫
せ
ら
れ
て
遺
す
無
し
と
雖
も
、
投
ず
る
所
の
匣
資
は
或
い
は

江
底
に
在
り
て
覓
む
べ
け
ん
。
但
だ
恐
る
は
、
天
明
に
し
て
は
見
る
者
の
取
去
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ん
こ

と
を
。
昧
爽
に
即
ち
行
か
ん
と
欲
す
る
も
、
而
も
身
に
寸
絲
無
く
、
何
を
以
て
岸
に
就
か
ん
。

是
の
晩
、
初
め
月
甚
だ
明
か
な
り
。
盜
の
至
る
に
、
已
に
陰
雲
四
布
す
。
曉
に
迨
び
、
雨
復
た
霏
霏
た

り
。

●
語
注

○
天
明

明
け
方
。

○
轉
而
西

地
図
に
よ
れ
ば
、
東
陽
渡
は
転
回
点
か
ら
南
の
方
角
で
あ
る
。

○
東
陽
渡

「
清
泉
県
志
」
に
見
え
る
。
東
陽
渡
鎮
が
「
長
沙
」
図
・
「
衡
陽
城
」
図
、
現
代
地
図
に
見

え
る
。

○
琉
璃
廠

「
衡
陽
城
」
図
に
は
、
湘
江
南
岸
の
東
陽
渡
の
東
に
「
兵
工
廠
」
が
見
え
る
。

○
燒
造
之
窯

黄
珅
は
「
燒
造
器
物
的
窰
」
、
任
国
瑞
等
は
「
燒
造
各
種
器
皿
的
窰
子
」
と
訳
す
。
名
前

が
琉
璃
廠
と
あ
れ
ば
、
硝
子
工
房
か
。

○
車
江

車
江
渡
・
車
江
橋
が
「
清
泉
県
志
」
に
見
え
る
。
車
江
鎮
が
「
衡
州
」
図
・
「
車
江
」
図
、
現

代
地
図
に
見
え
る
。
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○
雲
集
潭

雲
集
潭
渡
が
「
清
泉
県
志
」
に
見
え
る
。
雲
集
鎮
が
現
代
地
図
に
見
え
る
。

○
新
塘
站

新
塘
站
渡
が
「
清
泉
県
志
」
に
見
え
る
。
「
長
沙
」
図
・
「
車
江
」
図
、
小
図
１
・
２
に
見

え
る
。
考
察
図
集
は
「
車
江
→
新
塘
站
→
集
雲
潭
」
の
順
で
記
す
が
、
外
邦
図
や
現
代
地
図
に
よ
れ
ば
「
車

江
→
新
塘
埠
→
集
雲
鎮
→
新
塘
站
」
と
な
っ
て
い
る
。
考
察
図
集
は
「
新
塘
埠
」
と
「
新
塘
站
」
と
を
取

り
違
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
地
図
で
は
修
正
し
た
。

○
艾
行
可
・
石
瑤
庭

不
詳
。

○
禮
生

祭
祀
を
司
る
官
。

○
蘇
人

蘇
州
出
身
者
。

○
本
無
村
落

近
く
引
村
落
が
あ
れ
ば
安
全
で
安
心
だ
が
、
村
落
も
無
い
場
所
、
則
ち
人
里
離
れ
た
場
所

な
の
で
、
盗
賊
や
泥
棒
が
潜
ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
。

○
遊
江
湖

各
地
を
旅
行
し
て
お
り
旅
慣
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

○
瀟
湘
夜
雨

「
瀟
湘
八
景
」
の
一
つ
。
川
辺
の
夜
の
雨
の
景
色
。
「
瀟
湘
八
景
」
は
瀟
湘
地
域
の
名
勝

を
数
え
上
げ
た
も
の
。

○
湘
浦
月
明

「
瀟
湘
八
景
」
を
も
じ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
湘
江
の
ほ
と
り
の
明
月
の
光
。

○
簫
管
孤
舟
悲
赤
壁

こ
れ
ら
は
、
徐
霞
客
の
試
作
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
句
「
簫
管
孤
舟

赤
壁
に
悲
し

む
（
一
艘
の
舟
か
ら
漂
い
出
る
笛
の
音
が
、
赤
壁
に
悲
し
げ
に
鳴
り
響
く
）
」
と
で
も
読
む
か
。
黄
珅
は
、

蘇
軾
《
前
赤
壁
賦
》
か
ら
「
客
有
吹
洞
簫
者
、
…
…
舞
幽
壑
之
潛
蛟
、
泣
孤
舟
之
嫠
婦
（
寡
婦
）
」
の
句

を
引
く
。

○
琵
琶
兩
袖
濕
青
衫

こ
の
句
「
琵
琶
に
兩
袖
青
衫
を
濕
ほ
す
（
琵
琶
の
音
に
失
意
の
官
人
は
両
袖
を
涙

で
ぬ
ら
す
」
）
」
と
で
も
読
む
か
。
黄
珅
は
白
居
易
《
琵
琶
引
》
か
ら
「
座
中
泣
下
誰
最
多
、
江
州
司
馬

青
衫
濕
。」
の
句
を
引
く
。

○
灘
驚
廻
雁
天
方
一

こ
の
句
「
灘
に
驚
く
廻
雁
、
天
方
に
一
な
り
（
廻
雁
峯
で
灘
の
水
音
が
激
し
く
鳴

る
、
時
は
ま
さ
に
一
更
）
」
と
で
も
読
む
か
。
黄
珅
は
、《
全
唐
詩
》
巻
七
八
四
所
収
の
、
衡
州
舟
子
《
吟
》

「
野
鵲
灘
西
一
櫂
孤
、
月
光
遙
接
洞
庭
湖
。
堪
嗟
迴
雁
峰
前
過
、
望
斷
家
山
一
字
無
。
」
の
一
詩
を
引
く
。

○
月
叫
杜
鵑
更
已
三

こ
の
句
「
月
に
叫
ぶ
杜
鵑
、
更
已
に
三
な
り
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
月
に
向
か
っ
て
鳴

い
て
い
る
、
時
は
已
に
三
更
）
」
と
で
も
読
む
か
。
黄
珅
は
、
《
全
唐
詩
》
巻
六
七
九
崔
塗
《
春
夕
旅
懷
＊

１

》
「
胡
蝶
夢
中
家
萬
里
、
杜
鵑
＊
２

枝
上
月
三
更
。
」
の
句
を
引
く
。

＊
１
：
現
行
本
作
「
春
夕
」
。「
一
本
下
有
旅
懷
二
字
」
と
注
す
る
。

＊
２
：
現
行
本
作
「
子
規
」
。「
一
作
杜
鵑
」
と
注
す
る
。

○
詐
局

人
を
だ
ま
す
策
略
。

○
俟

待
つ
、
待
ち
受
け
る
。
予
想
す
る
、
か
。

○
尾

あ
と
か
ら
つ
い
て
く
る
。

○
虞

予
想
す
る
。

○
二
鼓

午
後
十
時
頃
。

○
小
解

小
便
。

○
一
吐

痰
を
吐
く
。

○
一
解

解
は
汗
を
か
い
た
り
、
大
小
便
を
排
泄
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
小
便
を
す
る
こ
と
。

○
全
髪

黄
珅
は
「
古
代
男
子
年
十
六
留
髪
、
以
示
成
人
。」
と
注
す
。

○
王
閹

閹
は
宦
官
。
王
と
い
う
姓
の
宦
官
。

○
酗
酒

酒
に
酔
っ
て
荒
れ
狂
う
。
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○
喊
殺

殺
の
字
が
落
ち
着
か
な
い
。
「
殺
す
ぞ
」
と
叫
ぶ
か
。

○
臥
板
下

寝
床
と
し
て
い
る
板
の
下
が
収
納
場
所
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
艙

船
室
。

○
斫
尾
門

尾
門
が
不
詳
。
塞
い
で
通
れ
な
く
し
て
い
る
、
の
意
か
。

○
篷

船
篷
。
竹
や
カ
ヤ
で
編
ん
だ
小
舟
の
屋
根
。

○
莽

粗
雑
な
さ
ま
。
あ
わ
て
て
、
早
々
に
。

○
披

は
お
る
、
着
る
。

○
戳

殺
戮
。
刺
す
の
意
味
も
あ
る
。
適
宜
訳
し
分
け
た
。

○
爲
盜
執

物
を
奪
わ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
命
を
も
執
ら
れ
る
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

○
紬
衣

絹
織
物
。

○
竹
縴

縴
は
船
を
引
っ
張
る
綱
。
竹
縴
で
、
竹
製
の
船
具
で
あ
ろ
う
。

○
絆

つ
な
ぎ
止
め
る
。

○
一
口

口
い
っ
ぱ
い
。

○
間

秘
密
裏
に
、
こ
っ
そ
り
と
。

○
被

ふ
と
ん
、
夜
具
。

○
臥
其
舟

臥
の
主
語
を
黄
珅
は
隣
客
と
し
、
任
国
瑞
等
は
徐
霞
客
と
す
る
。
今
任
国
瑞
等
に
従
う
。

○
齊
喊
一
聲

一
斉
に
声
を
上
げ
る
。
と
き
の
声
を
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
南
京
相
公

南
京
は
江
陰
を
含
み
、
相
公
は
紳
士
、
知
識
人
。
徐
霞
客
の
こ
と
。

○
暗

ひ
そ
か
に
、
こ
っ
そ
り
と
。

○
一
滾

滾
は
湯
が
沸
く
、
水
が
沸
き
立
つ
。
一
滾
で
、
一
緒
に
ド
ブ
ン
と
飛
び
込
ん
だ
、
く
ら
い
か
。

○
張
侯
宗
璉

「
江
右
遊
日
記
」
十
二
月
一
日
条
に
張
侯
と
し
て
あ
り
。
［
再
掲
］
一
三
七
四
年
～
一
四

二
七
年
。
字
は
重
器
、
江
西
吉
水
の
人
。
永
楽
二
年
（
甲
申
、
一
四
○
四
）
の
進
士
。
諸
官
を
歴
任
し
、

南
京
大
理
丞
に
至
っ
た
が
、
宣
徳
二
年
（
丁
未
、
一
四
二
七
）
帝
意
に
逆
ら
い
、
常
州
同
治
に
左
遷
さ
れ

る
。
し
か
し
こ
の
地
で
善
政
を
敷
き
、
民
を
軍
務
に
つ
く
こ
と
か
ら
掬
っ
た
。
し
か
し
同
年
、
病
没
し
た
。

郡
民
の
白
衣
冠
し
て
哭
送
す
る
も
の
数
千
人
に
上
り
、
江
陰
の
君
山
に
廟
を
建
て
て
祀
っ
た
。
「
明
史
」

巻
二
八
一
本
伝
。
光
緒
「
江
陰
県
志
」
巻
十
五
名
宦
。
こ
の
廟
が
廃
れ
て
い
た
の
を
、
天
啓
四
年
（
一
六

二
四
）
に
再
建
し
て
い
る
。
「
江
右
遊
日
記
」
十
二
月
一
日
条
に
、
吉
水
県
城
に
張
侯
の
子
孫
を
訪
ね
、

ま
た
同
十
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で
、
西
園
に
張
侯
の
本
家
を
訪
ね
て
宴
を
し
た
記
事
が
あ
る
。

○
《
南
程
續
記
》

不
詳
。
「
遊
記
」
に
よ
れ
ば
張
宗
璉
の
手
稿
本
。
張
侯
の
本
家
を
訪
ね
た
こ
と
を
記

す
「
江
右
遊
日
記
」
に
は
記
載
が
な
い
が
、
そ
の
折
り
に
子
孫
か
ら
を
贈
呈
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

○
撫
膺

膺
を
な
で
る
、
慨
嘆
・
悲
憤
の
さ
ま
。

む
ね

○
木
客

樵
だ
が
、
木
材
を
扱
う
商
人
か
工
人
だ
ろ
う
。

○
稠
人

衆
人
、
大
勢
の
人
。

●
口
語
訳

［
十
一
日
］

《
８
》
舟
航
で
新
塘
站
対
岸
に
泊

五
更
（
午
前
四
時
頃
）
に
復
た
雨
音
を
聞
く
。
明
け
方
に
次
第
に
晴
れ
て
き
た
。

舟
は
二
十
五
里
進
み
、
南
の
方
へ
鉤
欄
灘
を
上
り
こ
え
る
。
こ
こ
は
衡
陽
南
の
最
初
の
早
瀬
で
あ
る
。

湘
江
は
深
く
川
幅
が
狭
く
な
っ
て
い
る
が
、
水
勢
は
と
て
も
沸
き
立
っ
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
。
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西
（
南
？
）
に
転
じ
、
さ
ら
に
又
た
五
里
で
東
陽
渡
で
あ
る
。
こ
の
北
岸
は
琉
璃
廠
で
あ
る
。
こ
こ
は
桂

王
府
の
工
房
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
た
西
に
二
十
里
で
車
江
で
あ
る[

あ
る
い
は
汊
江
と
書
く
］
。
こ
こ
か
ら
北

数
里
の
と
こ
ろ
に
雲
母
山
が
あ
る
。

車
江
で
曲
が
っ
て
東
南
に
行
く
。
十
里
で
雲
集
潭
で
あ
る
。
東
岸
に
小
山
が
あ
る
。
雲
集
潭
で
再
び
南

に
転
じ
、
十
里
で
新
塘
站
で
あ
る[

も
と
駅
が
あ
っ
た
が
、
今
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
］
。
さ
ら
に
又
た
六
里
進
み
、

新
塘
站
上
流
の
対
岸
に
停
泊
す
る
。

同
舟
の
者
は
衡
州
郡
の
艾
行
可
と
石
瑤
庭
で
あ
る
。
艾
は
桂
王
府
の
祭
祀
官
で
あ
る
。
石
の
方
は
、
元

々
は
蘇
州
の
人
で
、
衡
州
に
居
住
し
て
い
か
ら
既
に
三
代
に
な
る
と
い
う
。

そ
の
時
、
太
陽
は
ま
だ
残
照
が
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
に
は
他
に
穀
物
を
載
せ
た
舟
が
二
艘
停
泊
し
て
い

た
。
そ
れ
に
続
い
て
舟
を
止
め
た
。
さ
ら
に
我
々
と
同
じ
よ
う
に
湘
江
を
遡
っ
て
き
た
舟
が
五
六
艘
あ
り
、

そ
れ
ら
も
我
が
舟
の
あ
と
に
つ
い
て
停
泊
し
た
。停
泊
し
た
と
こ
ろ
の
岸
壁
の
上
に
は
村
落
は
な
か
っ
た
。

（
人
里
離
れ
た
と
こ
ろ
な
の
で
危
険
か
な
と
は
思
っ
た
が
）
、
石
瑤
庭
と
前
の
舟
に
搭
乗
し
て
い
た
徽
州

出
身
の
人
は
、
い
ず
れ
も
各
地
を
旅
行
し
て
旅
慣
れ
て
お
り
、
ま
た
艾
行
可
も
地
元
の
人
な
の
で
、
ど
こ

が
安
全
で
停
泊
す
る
の
に
よ
く
、
ど
こ
が
危
険
で
ス
ル
ー
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
（
彼
ら
に
従
え
ば
よ
く
）
、

私
は
意
見
を
述
べ
て
関
与
す
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
考
え
た
。
そ
こ
で
こ
の
地
に
停
泊
す
る
こ
と
を
容
認

し
た
。

暮
れ
に
及
び
、
月
の
光
が
と
て
も
明
る
く
輝
い
て
い
る
。
私
は
思
っ
た
、
新
春
に
入
っ
て
以
来
、
ま
だ

月
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
。
ま
た
舟
に
入
っ
た
前
の
晩
は
、
い
わ
ゆ
る
「
瀟
湘
夜
雨
」
の
状
況
で

あ
り
、
「
夜
雨
」
の
情
景
を
楽
し
み
、
今
日
の
夕
べ
は
「
湘
浦
月
明
（
湘
江
の
ほ
と
り
の
月
明
か
り
）
」

の
状
況
で
、
「
月
明
」
の
情
景
を
楽
し
め
た
。
二
晩
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
景
勝
を
ほ
し
い
ま
ま
に
楽
し
め

た
。
こ
の
た
め
こ
こ
ろ
が
踊
る
の
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。

《
９
》
強
盗
の
襲
撃

●
対
岸
の
怪
し
い
泣
き
声

し
ば
ら
く
し
て
、
ふ
と
、
岸
の
ほ
と
り
の
水
辺
あ
た
り
で
む
せ
び
泣
く
声
が
す
る
の
が
聞
こ
え
て
き
た
。

幼
児
の
よ
う
で
も
あ
り
、
女
性
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
一
更
（
二
時
間
）
あ
ま
り
し
て
も
止
ま
な
い
。
停

泊
し
て
い
る
舟
は
シ
ン
と
し
て
し
て
い
て
声
な
く
、
事
情
を
問
お
う
と
す
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
私
は

こ
の
声
を
聞
い
て
眠
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

床
の
中
で
、
詩
を
作
っ
て
こ
れ
を
憐
も
う
と
考
え
た
。
そ
し
て
「
簫
管
孤
舟
悲
赤
壁
」
「
琵
琶
兩
袖
濕

青
衫
」
の
句
や
、「
灘
驚
廻
雁
天
方
一
」「
月
叫
杜
鵑
更
已
三
」
と
い
っ
た
句
を
作
っ
た
。

し
か
し
、
泣
き
声
に
つ
い
て
は
、
人
を
だ
ま
す
策
略
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
、
だ
れ
か
他
の

人
が
、
泣
い
て
い
る
者
を
憐
ん
で
舟
に
導
き
入
れ
れ
ば
、
策
略
を
た
く
ら
む
も
の
が
そ
の
あ
と
に
続
い
て

や
っ
て
く
る
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
強
盗
で
あ
る
と
は
予
測
も
つ
か
な
か
っ
た
。

●
静
聞
の
や
さ
し
さ
が
仇
に

午
後
十
時
頃
に
な
る
と
、
静
聞
は
（
泣
き
声
を
無
視
す
る
と
い
う
）
我
慢
が
で
き
な
く
な
り
、
小
便
を

理
由
に
岸
に
登
っ
た
［
静
聞
は
戒
律
を
大
変
厳
し
く
守
る
人
で
、
痰
を
吐
い
た
り
小
便
を
し
た
り
す
る
の
に
決
し
て
川

に
は
し
な
か
っ
た
］
。
静
聞
が
泣
く
も
の
に
声
を
か
け
て
問
う
と
、
そ
れ
は
童
子
で
あ
っ
た
。
年
の
頃
は
十

四
五
才
で
、
ま
だ
お
下
げ
髪
だ
っ
た
。

そ
の
子
が
嘘
を
つ
い
て
言
っ
た
「
王
宦
官
の
家
か
ら
逃
げ
て
き
ま
し
た
。
年
は
十
二
才
に
な
っ
た
ば
か

り
で
す
。
王
は
酒
乱
で
、
酔
う
と
大
き
な
杖
を
ふ
る
っ
て
虐
待
す
る
の
で
す
。
そ
こ
で
逃
げ
出
し
て
暴
力

を
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
」
と
。
静
聞
は
王
の
家
に
帰
っ
た
方
が
よ
い
と
勧
め
、
加
え
て
彼
を
優
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し
く
い
た
わ
り
慰
め
た
。
そ
の
子
は
、
ま
た
岸
辺
で
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

●
強
盗
の
襲
来

静
聞
が
舟
に
戻
っ
て
か
ら
、
あ
ま
り
た
た
な
い
う
ち
に
、
群
盜
が
「
殺
す
ぞ
！
」
と
叫
び
な
が
ら
舟
に

乗
り
込
ん
で
き
た
。
松
明
と
刀
剣
と
が
乱
舞
し
、
刺
し
た
り
斬
っ
た
り
し
た
。

私
は
そ
の
と
き
ま
だ
眠
っ
て
い
な
か
っ
た
。
急
い
で
、
寝
床
の
板
の
下
か
ら
旅
費
の
入
っ
た
函
を
取
り

出
し
、
他
の
場
所
へ
移
そ
う
と
し
た
。
艾
行
可
の
船
室
を
通
り
す
ぎ
、
船
尾
か
ら
川
に
向
か
お
う
と
思
っ

た
が
、
船
尾
は
盗
賊
が
ち
ょ
う
ど
劍
を
振
り
回
し
て
塞
い
で
お
り
、
そ
ち
ら
か
ら
出
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
力
を
こ
め
て
船
の
屋
根
に
隙
間
を
拡
げ
て
、
早
々
に
函
を
川
へ
投
げ
込
ん
だ
。

再
び
寝
室
に
走
り
、
衣
服
を
探
し
て
身
に
つ
け
た
。
静
聞
と
顧
僕
、
艾
氏
石
氏
の
主
従
た
ち
は
、
あ
る

も
の
は
裸
身
で
、
あ
る
も
の
は
夜
具
に
く
る
ま
っ
て
、
み
ん
な
し
て
船
の
一
角
に
集
ま
り
固
ま
っ
て
い
た
。

盗
賊
は
前
方
か
ら
は
中
程
の
船
室
か
ら
侵
入
し
、
う
し
ろ
か
ら
は
後
門
を
破
っ
て
乱
入
し
、
前
後
か
ら

刀
戟
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
振
り
回
し
て
殺
戮
を
行
い
、
船
の
人
々
は
裸
身
に
近
い
状
況
で
あ
り
被
害
を
受

け
な
い
も
の
は
い
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
。

●
必
死
の
脱
出

私
は
考
え
た
、
こ
の
ま
ま
で
は
き
っ
と
盗
賊
に
な
に
も
か
も
、
命
も
執
ら
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と
。

持
っ
て
い
る
絹
織
物
な
ど
は
逃
げ
る
の
に
邪
魔
に
な
る
の
で
、
す
べ
て
捨
て
た
。

人
々
は
跪
い
て
命
だ
け
は
と
請
う
も
、
盗
賊
ど
も
は
殺
戮
を
や
め
な
い
。
私
た
ち
は
、
遂
に
船
室
か
ら

外
へ
飛
び
出
し
、
船
の
屋
根
を
か
か
げ
拡
げ
て
、
そ
こ
か
ら
川
に
飛
び
込
ん
だ
。
飛
び
込
む
の
は
私
が
最

も
遅
れ
、
し
か
も
足
が
船
具
に
絡
ま
り
、
つ
い
に
壊
れ
た
屋
根
と
一
緒
に
、
逆
さ
ま
に
な
っ
て
転
落
し
た
。

頭
が
先
に
河
底
に
い
た
り
、
耳
も
鼻
も
水
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
急
い
で
躍
り
上
が
っ
て
立
つ
と
、
幸

い
に
も
水
深
は
浅
く
、
腰
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
流
れ
に
逆
ら
っ
て
川
を
遡
及
し
、
こ
っ
そ
り
と
逃

げ
て
別
の
と
こ
ろ
に
避
難
し
て
い
る
隣
船
に
た
ど
り
着
い
た
。

そ
こ
で
飛
び
込
む
よ
う
に
し
て
そ
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
。
そ
の
時
長
く
川
に
浸
っ
て
い
た
の
で
、
ひ
ど

く
凍
え
て
い
た
。
そ
の
隣
船
の
客
が
、
船
人
の
夜
具
を
私
に
掛
け
て
く
れ
、
私
は
そ
の
船
の
中
に
臥
せ
っ

た
。
船
は
流
れ
を
三
四
里
ほ
ど
遡
り
、
香
爐
山
の
麓
で
停
泊
し
た
。
思
う
に
、
湘
江
の
対
岸
で
あ
ろ
う
。

●
事
件
の
振
り
返
り

振
り
返
っ
て
襲
わ
れ
た
船
を
眺
め
て
み
る
と
、
炎
が
赤
々
と
燃
え
て
い
た
。
群
盜
た
ち
は
一
斉
に
怒
号

（
と
き
の
声
）
を
あ
げ
、
そ
れ
を
合
図
に
立
ち
去
っ
た
。
ま
も
な
く
同
じ
と
こ
ろ
に
停
泊
し
て
い
た
他
の

船
も
こ
ち
ら
に
移
動
し
て
き
た
。
そ
し
て
「
南
京
の
大
夫
で
あ
る
徐
霞
客
さ
ん
が
、
身
に
四
つ
の
創
を
受

け
た
」
と
言
う
も
の
が
い
た
。
私
は
こ
れ
を
聞
き
、
そ
の
で
た
ら
め
さ
に
苦
笑
し
た
。
し
か
し
考
え
て
み

る
と
、
幸
い
な
こ
と
に
、
刃
物
が
乱
暴
に
振
り
回
さ
れ
交
錯
す
る
と
こ
ろ
に
身
を
さ
ら
し
な
が
ら
、
結
局

一
創
す
ら
も
受
け
な
か
っ
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
本
当
に
天
与
の
僥
倖
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
静
聞
と
顧
僕
に
つ
い
て
は
ど
こ
で
ど
う
し
て
い
る
の
か
、
分
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
う
考
え
た
、

一
緒
に
ド
ボ
ン
と
川
に
飛
び
込
ん
だ
は
ず
な
の
で
、
き
っ
と
虎
口
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
に
ち
が

い
な
い
、
と
。
荷
物
に
つ
い
て
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か
ろ
う
。

●
書
籍
の
亡
逸
を
嘆
く

た
だ
張
侯
宗
璉
が
著
し
た
《
南
程
續
記
》
一
帙
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
張
侯
の
手
筆
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

が
ひ
と
つ
あ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
家
に
二
百
年
あ
ま
り
珍
藏
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
そ
れ
が
一

た
び
私
の
手
に
渡
っ
た
と
こ
ろ
で
、
遂
に
こ
の
災
難
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
嘆
き
、
憤
ら
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
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●
被
害
を
受
け
た
人
々

こ
の
時
、
船
人
の
父
子
も
み
な
盗
賊
に
殺
さ
れ
た
。
隣
の
船
に
は
悲
し
み
泣
き
叫
ぶ
声
で
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
。
他
の
船
は
と
い
え
ば
、
石
瑤
庭
と
、
艾
行
可
の
下
僕
と
顧
僕
ら
は
、
皆
盗
賊
に
襲
わ
れ
刺
さ
れ
傷

け
ら
れ
、
身
ひ
と
つ
で
こ
の
船
に
逃
れ
て
き
て
、
私
と
一
緒
に
夜
具
に
伏
し
た
。
そ
こ
で
始
め
て
分
か
っ

た
、「
四
創
せ
ら
る
る
者
」
と
い
う
の
は
私
の
下
僕
の
顧
僕
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
。

前
の
船
室
に
い
た
五
人
の
徽
州
商
人
は
皆
木
材
を
扱
う
商
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
二
人
は
、
こ
の
隣

船
に
逃
れ
て
き
て
い
て
、
残
り
の
三
人
に
つ
い
て
は
そ
の
所
在
（
や
生
死
）
が
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
私

の
船
室
の
も
の
で
は
な
お
静
聞
が
行
方
知
れ
ず
で
あ
る
。

う
し
ろ
の
船
室
で
は
艾
行
可
と
そ
の
友
人
の
曾
姓
な
る
者
が
い
た
が
、
彼
ら
に
つ
い
て
も
ま
た
ど
う
で

あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
。

●
荷
物
の
算
段

私
は
そ
の
時
、
大
勢
の
人
た
ち
の
中
で
臥
し
て
い
た
。
隣
で
は
顧
僕
が
苦
し
み
の
声
を
上
げ
て
い
る
。

そ
の
中
で
私
は
考
え
た
、
行
李
は
燃
や
さ
れ
あ
る
い
は
強
奪
さ
れ
て
も
は
や
無
く
な
っ
て
い
る
と
し
て
も
、

川
に
投
げ
込
ん
だ
旅
費
の
入
っ
た
函
は
、
も
し
か
す
る
と
河
底
に
あ
っ
て
、
探
し
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
。
た
だ
し
、
明
る
く
な
っ
て
か
ら
だ
と
、
函
を
回
収
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

誰
か
に
見
ら
れ
、
奪
わ
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
、
と
心
配
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
明
け
方
に
な
っ
て
す

ぐ
に
取
り
に
行
こ
う
か
と
考
え
た
が
、
今
や
私
は
一
糸
ま
と
わ
ぬ
姿
で
あ
る
、
ど
う
や
っ
て
岸
に
あ
が
っ

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

こ
の
晩
は
、
初
め
は
月
が
と
て
も
明
か
だ
っ
た
。
盗
賊
が
や
っ
て
く
る
こ
ろ
に
は
、
已
に
四
面
に
雲
が

立
ち
こ
め
て
い
た
。
明
け
方
に
な
る
と
、
雨
が
再
び
し
と
し
と
と
降
り
始
め
た
。

［
一
月
十
二
日
］

《
概
要
》
賊
の
襲
撃
か
ら
一
夜
明
け
、
生
き
残
っ
た
霞
客
ら
は
、
は
ぐ
れ
た
仲
間
を
探
し
な
が
ら
、
ボ
ロ

ボ
ロ
に
な
っ
て
よ
う
や
く
衡
陽
城
へ
戻
っ
た
。

■
本
文
の
部

十
二
日

鄰
舟
客
戴
姓
者
、
甚
憐
余
、
從
身
分
裏
衣
・
單
褲
各
一
以
畀
余
。
余
周
身
無
一
物
、
摸
髻
中
猶
存
銀
耳

挖
一
事
、[

余
素
不
用
髻
簪
、
此
行
至
呉
門
、
念
二
十
年
前
、
從
閩
返
錢
塘
江
滸
、
腰
纏
已
盡
、
得
髻
中

簪
一
枝
、
夾
其
半
酧
飯
、
以
其
半
覓
輿
、
乃
達
昭
慶
金
心
月
房
。
此
行
因
換
耳
挖
一
事
、
一
以
綰
髪
、
一

以
備
不
時
之
需
。
及
此
墮
江
、
幸
有
此
物
、
髪
得
不
散
、
艾
行
可
披
髪
而
行
、
遂
至
不
救
。
一
物
雖
微
、

亦
天
也
。]

遂
以
酬
之
、
匆
匆
問
其
姓
名
而
別
。
時
顧
僕
赤
身
無
蔽
、
余
乃
以
所
畀
褲
與
之
、
而
自
著
其

裏
衣
、
然
僅
及
腰
而
止
。
旁
舟
子
又
以
衲
一
幅
畀
予
、
用
蔽
其
前
、
乃
登
涯
。
涯
猶
在
湘
之
北
東
岸
、
乃

循
岸
北
行
。
時
同
登
者
余
及
顧
僕
、
石
與
艾
僕
並
二
徽
客
、
共
六
人
一
行
、
倶
若
囚
鬼
。
曉
風
砭
骨
、
砂

礫
裂
足
、
行
不
能
前
、
止
不
能
已
。
四
里
、
天
漸
明
、
望
所
焚
劫
舟
在
隔
江
、
上
下
諸
舟
、
見
諸
人
形
状
、

倶
不
肯
渡
、
哀
號
再
三
、
無
有
信
者
。
艾
僕
隔
江
呼
其
主
、
余
隔
江
呼
靜
聞
、
徽
人
亦
呼
其
侶
、
各
各
相

呼
、
無
一
能
應
。
已
而
聞
有
呼
予
者
、
予
知
爲
靜
聞
也
、
心
竊
喜
曰
：
「
吾
三
人
倶
生
矣
。
」
亟
欲
與
靜

聞
遇
。
隔
江
土
人
以
舟
來
渡
余
、
及
焚
舟
、
望
見
靜
聞
、
益
喜
甚
。
於
是
入
水
而
行
、
先
覓
所
投
竹
匣
。

靜
聞
望
而
問
其
故
、
遙
謂
余
曰
：
「
匣
在
此
、
匣
中
之
資
已
烏
有
矣
。
手
摹
《
禹
碑
》
及
《
衡
州
統
志
》
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猶
未
沾
濡
也
。
」
及
登
岸
、
見
靜
聞
焚
舟
中
衣
被
竹
笈
猶
救
數
件
、
守
之
沙
岸
之
側
、
憐
予
寒
、
急
脱
身

衣
以
衣
予
、
復
救
得
余
一
褲
一
襪
、
倶
火
傷
水
濕
、
乃
益
取
焚
餘
熾
火
以
炙
之
。
其
時
徽
客
五
人
倶
在
、

艾
氏
四
人
、
二
友
一
僕
雖
傷
亦
在
、
獨
艾
行
可
竟
無
蹤
跡
。
其
友
・
僕
乞
土
人
分
舟
沿
流
捱
覓
、
余
輩
炙

衣
沙
上
、
以
候
其
音
。
時
饑
甚
、
鍋
具
焚
沒
無
餘
、
靜
聞
沒
水
取
得
一
鐵
銚
、
復
沒
水
取
濕
米
、[

先
取

乾
米
數
斗
、
倶
爲
艾
僕
取
去
。]

煮
粥
遍
食
諸
難
者
、
而
後
自
食
。
迨
下
午
、
不
得
艾
消
息
、
徽
人
先
附

舟
返
衡
、
余
同
石
・
曾
・
艾
僕
亦
得
土
人
舟
同
還
衡
州
。
余
意
猶
妄
意
艾
先
歸
也
。
土
舟
頗
大
、
而
操
者

一
人
、
雖
順
流
行
、
不
能
達
二
十
餘
里
、
至
汊
江
已
薄
暮
。
二
十
里
至
東
陽
渡
、
已
深
夜
。
時
月
色
再
明
、

乘
月
行
三
十
里
、
抵
鐵
樓
門
、
已
五
鼓
矣
。
艾
使
先
返
、
問
艾
竟
杳
然
也
。

先
是
、
靜
聞
見
余
輩
赤
身
下
水
、
彼
念
經
笈
在
篷
側
、
遂
留
、
捨
命
乞
哀
、
賊
爲
之
置
經
。
及
破
余
竹

撞
、
見
撞
中
倶
書
、
悉
傾
棄
舟
底
。
靜
聞
復
哀
求
拾
取
、
仍
置
破
撞
中
、
盜
亦
不
禁[

撞
中
乃
《
一
統
志
》

諸
書
及
文
湛
持
・
黄
石
齋
・
錢
牧
齋
與
余
諸
手
柬
、
并
余
自
著
日
記
・
諸
遊
稿
、
惟
與
劉
愚
公
書
稿
失

去
。]

。
繼
開
余
皮
廂
、
見
中
有
尺
頭
、
即
闔
置
袋
中
攜
去
。
此
廂
中
有
眉
公
與
麗
江
木
公
敘
稿
、
及
弘

辨
・
安
仁
諸
書
、
與
蒼
梧
道
顧
東
曙
輩
家
書
共
數
十
通
、
又
有
張
公
宗
璉
所
著
《
南
程
續
記
》
、
乃
宣
德

初
張
侯
特
使
廣
東
時
手
書
、
其
族
人
珍
藏
二
百
餘
年
、
予
苦
求
得
之
。
外
以
莊
定
山
・
陳
白
沙
字
裹
之
、

亦
置
書
中
。
靜
聞
不
及
知
、
亦
不
暇
乞
、
倶
爲
攜
去
、
不
知
棄
置
何
所
、
眞
可
惜
也
。
又
取
余
皮
掛
廂
、

中
有
家
藏
《
晴
山
帖
》
六
本
、
鐵
針
・
錫
瓶
・
陳
用
卿
壺
、
倶
重
物
、
盜
入
手
不
開
、
亟
取
袋
中
。
破
予

大
笥
、
取
果
餅
倶
投
舡
底
、
而
曹
能
始
《
名
勝
志
》
三
本
・
《
雲
南
志
》
四
本
及
《
遊
記
》
合
刻
十
本
、

倶
焚
訖
。
其
艾
艙
諸
物
、
亦
多
焚
棄
。
獨
石
瑤
庭
一
竹
笈
竟
未
開
。
賊
瀕
行
、
輒
放
火
後
艙
。
時
靜
聞
正

留
其
側
、
俟
其
去
、
即
爲
撲
滅
、
而
余
艙
口
亦
火
起
、
靜
聞
復
入
江
取
水
澆
之
。
賊
聞
水
聲
、
以
爲
有
人

也
、
及
見
靜
聞
、
戳
兩
創
而
去
、
而
火
已
不
可
救
。
時
諸
舟
倶
遙
避
、
而
兩
穀
舟
猶
在
、
呼
之
、
彼
反
移

遠
。
靜
聞
乃
入
江
取
所
墮
篷
作
筏
、
亟
攜
經
笈
並
余
燼
餘
諸
物
、
渡
至
穀
舟
；
冒
火
再
入
取
艾
衣
・
被
・

書
・
米
及
石
瑤
庭
竹
笈
、
又
置
篷
上
、
再
渡
穀
舟
；
及
第
三
次
、
則
舟
已
沈
矣
。
靜
聞
從
水
底
取
得
濕
衣

三
・
四
件
、
仍
渡
穀
舟
、
而
穀
（
舟
）
乘
黑
暗
匿
紬
衣
等
物
、
止
存
布
衣
布
被
而
已
。
靜
聞
乃
重
移
置
沙

上
、
穀
舟
亦
開
去
。
及
守
余
輩
渡
江
、
石
與
艾
僕
見
所
救
物
、
悉
各
認
去
。
靜
聞
因
謂
石
曰
：
「
悉
是
君

物
乎
？
」
石
遂
大
詬
靜
聞
、
謂
：
「
衆
人
疑
爾
登
涯
引
盜
［
謂
訊
哭
童
也
］
。
汝
眞
不
良
、
欲
掩
我
之
篋
。
」

不
知
靜
聞
爲
彼
冒
刃
・
冒
寒
・
冒
火
・
冒
水
、
奪
護
此
篋
、
以
待
主
者
、
彼
不
爲
德
、
而
反
詬
之
。
盜
猶

憐
僧
、
彼
更
勝
盜
哉
矣
、
人
之
無
良
如
此
！

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
二
日

鄰
舟
の
客
戴
姓
な
る
者
、
甚
だ
余
を
憐
み
、
身
よ
り
裏
衣
・
單
褲
各
一
を
分
か
ち
以
て
余
に
畀
ふ
。
余

あ
た

周
身
一
物
無
く
、
髻
中
を
摸
る
に
猶
ほ
銀
耳
挖
一
事
を
存
す[

余
素
よ
り
髻
簪
を
用
い
ず
。
此
の
行
呉
門

さ
ぐ

に
至
る
に
、
二
十
年
前
を
念
ふ
、
閩
よ
り
錢
塘
江
の
滸
に
返
る
に
、
腰
纏
已
に
盡
く
。
髻
中
の
簪
一
枝
を

得
て
、
其
の
半
を
夾
み
て
飯
の
酧
い
、
其
の
半
を
以
て
輿
を
覓
め
乃
ち
昭
慶
の
金
心
月
の
房
に
達
す
。
此

む
く

の
行
は
因
り
て
耳
挖
一
事
に
換
へ
、
一
は
以
て
髪
に
綰
（
さ
）
し
、
一
は
以
て
不
時
の
需
に
備
ふ
。
此
の

江
に
墮
つ
る
に
及
び
、
幸
ひ
に
此
の
物
有
り
て
、
髪
は
散
ぜ
ざ
る
を
得
。
艾
行
可
は
披
髪
に
し
て
行
く
も
、

遂
に
救
は
れ
ざ
る
に
至
る
。
一
物
微
な
り
と
雖
も
、
亦
た
天
な
り
。]

、
遂
に
以
て
之
に
酬
ゆ
。
匆
匆
に

其
の
姓
名
を
問
ひ
て
別
る
。
時
に
顧
僕
も
赤
身
に
し
て
蔽
ふ
無
し
。
余
乃
ち
畀
へ
ら
る
る
所
の
褲
を
以
て

之
に
與
へ
、
而
し
て
自
ら
は
其
の
裏
衣
を
着
る
。
然
れ
ど
も
僅
に
腰
に
及
び
て
止
む
。
旁
の
舟
子
又
た
衲
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一
幅
を
以
て
予
に
畀
ふ
。
用
っ
て
其
の
前
を
蔽
ふ
、
乃
ち
涯
に
登
る
。

涯
は
猶
ほ
湘
の
北
東
岸
に
在
り
。
乃
ち
岸
に
循
ひ
て
北
に
行
く
。
時
に
同
に
登
る
者
は
、
余
及
び
顧
僕
、

石
と
艾
の
僕
、
並
び
に
二
徽
客
に
し
て
、
共
に
六
人
の
一
行
に
し
て
、
倶
に
囚
鬼
の
若
し
。
曉
風
骨
を
砭さ

し
、
砂
礫
足
を
裂
き
、
行
く
に
前
む
能
は
ず
、
止
ま
る
に
已
む
能
は
ず
。
四
里
に
し
て
、
天
漸
く
明
か
に

し
て
、
焚
劫
せ
ら
る
る
所
の
舟
の
江
を
隔
つ
る
に
在
る
を
望
む
。
上
下
の
諸
舟
、
諸
人
の
形
状
を
見
、
倶

に
渡
る
を
肯
ん
ぜ
ず
。
哀
號
す
る
こ
と
再
三
な
る
も
、
信
有
る
者
無
し
。
艾
の
僕
は
江
を
隔
て
て
其
の
主

を
呼
び
、
余
は
江
を
隔
て
て
靜
聞
を
呼
び
、
徽
人
も
亦
た
其
の
侶
を
呼
ぶ
。
各
各
相
ひ
呼
ぶ
も
、
一
の
能

く
應
ず
る
無
し
。

已
に
し
て
予
を
呼
ぶ
者
有
る
を
聞
く
。
予
靜
聞
た
る
を
知
る
な
り
。
心
に
竊
か
に
喜
び
て
曰
く
「
吾
が

三
人
倶
に
生
け
り
」
と
。
亟
に
靜
聞
と
遇
は
ん
と
欲
す
。
江
を
隔
つ
る
の
土
人
舟
を
以
て
來
り
余
を
渡
す
。

焚
せ
る
舟
に
及
び
、
靜
聞
を
望
見
し
、
喜
を
益
す
こ
と
甚
し
。
こ
こ
に
お
い
て
水
に
入
り
て
行
き
、
先
ず

投
ず
る
所
の
竹
匣
を
覓
め
ん
と
す
。
靜
聞
望
み
て
其
の
故
を
問
ひ
、
遙
か
に
余
に
謂
ひ
て
曰
く
「
匣
は
此

に
在
り
。
匣
中
の
資
は
已
に
烏
有
せ
り
。
手
摹
の
《
禹
碑
》
及
び
《
衡
州
統
志
》
は
猶
ほ
未
だ
沾
濡
せ
ざ

る
な
り
」
と
。
岸
に
登
る
に
及
び
、
靜
聞
の
焚
舟
中
の
衣
被
竹
笈
、
猶
ほ
數
件
を
救
ひ
、
之
を
沙
岸
の
側

に
守
る
を
見
る
。
予
の
寒
き
を
憐
れ
み
、
急
に
身
衣
を
脱
し
て
予
に
衣
す
。
復
た
余
の
一
褲
一
襪
を
救
ひ

き

得
。
倶
に
火
傷
水
濕
に
し
て
、
乃
ち
益
々
焚
餘
の
熾
火
を
取
り
て
以
て
之
を
炙
る
。

其
の
時
、
徽
客
五
人
は
倶
に
在
り
。
艾
氏
の
四
人
は
、
二
友
一
僕
は
傷
つ
く
と
雖
も
亦
た
在
り
、
獨
り

艾
行
可
の
み
竟
に
蹤
跡
無
し
。
其
の
友
と
僕
と
、
土
人
に
乞
ひ
て
舟
を
分
ち
て
流
れ
に
沿
ひ
て
捱
覓
す
。

余
が
輩
は
衣
を
沙
上
に
炙
り
、
以
て
其
の
音
を
候
つ
。

時
に
饑
う
る
こ
と
甚
し
き
も
、
鍋
具
は
焚
沒
し
て
餘
無
し
。
靜
聞
水
に
沒
し
て
一
鐵
銚
を
取
り
得
、
復

た
水
に
沒
し
て
濕
米
を
取
り[

先
に
乾
米
數
斗
を
取
る
も
、
倶
に
艾
僕
に
取
去
せ
ら
る]

、
粥
を
煮
て
遍
く

諸
々
の
難
者
に
食
ら
は
し
め
、
而
る
後
に
自
ら
食
す
。

下
午
に
迨
ぶ
も
、
艾
の
消
息
を
得
ず
。
徽
人
は
先
に
舟
に
附
し
て
衡
に
返
る
。
余
は
石
・
曾
・
艾
僕
と

同
に
、
亦
た
土
人
の
舟
を
得
て
同
に
衡
州
に
還
る
。
余
が
意
ひ
は
猶
ほ
「
艾
は
先
に
歸
る
な
ら
ん
」
と
妄

意
す
る
な
り
。
土
舟
頗
る
大
に
し
て
、
而
し
て
操
す
る
者
は
一
人
の
み
。
流
れ
に
順
ひ
て
行
く
と
雖
も
、

二
十
餘
里
に
達
す
る
能
わ
ず
、
汊
江
に
至
り
て
已
に
薄
暮
な
り
。
二
十
里
に
し
て
東
陽
渡
に
至
る
に
、
已

に
深
夜
な
り
。
時
に
月
色
再
び
明
か
に
し
て
、
月
に
乘
じ
て
行
く
こ
と
三
十
里
に
し
て
、
鐵
樓
門
に
抵
る
。

已
に
五
鼓
な
り
。
艾
使
先
に
返
る
、
艾
を
問
ふ
に
竟
に
杳
然
た
る
な
り
。

是
よ
り
先
、
靜
聞
余
輩
の
赤
身
に
し
て
水
に
下
り
、
彼
の
念
經
の
笈
の
篷
の
側
に
在
る
を
見
、
遂
に
留

ま
る
。
命
を
捨
て
て
哀
を
乞
ふ
に
、
賊
之
の
爲
に
經
を
置
く
。
余
が
竹
撞
を
破
り
、
撞
中
は
倶
に
書
な
る

を
見
る
に
及
び
、
悉
く
傾
け
て
舟
底
に
棄
つ
。
靜
聞
復
た
哀
求
し
て
拾
取
し
、
仍
り
て
破
撞
の
中
に
置
く
、

盜
も
亦
た
禁
ぜ
ず[

撞
中
は
乃
ち
《
一
統
志
》
諸
書
、
及
び
文
湛
持
・
黄
石
齋
・
錢
牧
齋
の
余
に
與
ふ
る

の
諸
々
の
手
柬
、
并
び
に
余
が
自
著
の
日
記
・
諸
々
の
遊
稿
な
り
。
惟
だ
劉
愚
公
に
與
ふ
る
の
書
稿
は
失

去
せ
り]

。

繼
い
で
余
が
皮
廂
を
開
き
、
中
に
尺
頭
有
る
を
見
、
即
ち
闔
て
袋
の
中
に
置
き
て
攜

へ
去
る
。
此
の

す
べ

た
ず
さ

廂
中
に
は
眉
公
の
麗
江
の
木
公
に
與
ふ
る
の
敘
稿
、
及
び
弘
辨
・
安
仁
の
諸
書
、
蒼
悟
道
の
顧
東
曙
輩
に

與
ふ
る
の
家
書
、
共
に
數
十
通
有
り
。
又
た
張
公
宗
璉
著
す
る
所
の
《
南
程
續
記
》
有
り
。
乃
ち
宣
德
の

初
め
張
侯
廣
東
に
特
使
た
り
し
時
の
手
書
に
し
て
、
其
の
族
人
の
珍
藏
す
る
こ
と
二
百
餘
年
な
る
も
の
に

し
て
、
予
苦
求
し
て
之
得
る
な
り
。
外
は
莊
定
山
・
陳
白
沙
の
字
を
以
て
之
を
裹
み
、
亦
た
書
中
に
置
く
。

靜
聞
知
る
に
及
ば
ず
、
亦
た
乞
ふ
に
暇
あ
ら
ず
、
倶
に
攜
へ
去
ら
る
。
何
れ
の
所
に
棄
置
す
る
か
を
知
ら



- 11 -

ず
、
眞
に
惜
し
む
べ
き
な
り
。

又
た
余
が
皮
掛
廂
を
取
る
。
中
に
家
藏
の
《
晴
山
帖
》
六
本
、
鐵
針
・
錫
瓶
・
陳
用
卿
の
壺
有
り
。
倶

に
重
物
な
り
。
盜
入
手
し
て
開
か
ず
、
亟
に
袋
中
に
取
る
。

予
が
大
笥
を
破
り
、
果
餅
を
取
り
て
倶
に
舡
底
に
投
ず
。
而
し
て
曹
能
始
の
《
名
勝
志
》
三
本
・
《
雲

南
志
》
四
本
、
及
び
《
遊
記
》
合
刻
十
本
は
、
倶
に
焚
し
訖
る
。

其
の
艾
の
艙
の
諸
物
も
、
亦
た
多
く
焚
棄
す
。
獨
り
石
瑤
庭
の
一
竹
笈
の
み
竟
に
未
だ
開
か
れ
ず
。

賊
の
行
く
に
瀕
し
、
輒
（
す
み
や
か
）
に
火
を
後
艙
に
放
つ
。
時
に
靜
聞
正
に
其
の
側
に
留
ま
り
、
其

の
去
る
を
俟
ち
、
即
ち
撲
滅
す
る
を
爲
さ
ん
と
す
。
而
し
て
余
が
艙
口
も
亦
た
火
起
る
。
靜
聞
復
た
江
に

入
り
て
水
を
取
り
て
之
に
澆
（
そ
そ
）
が
ん
と
す
。
賊
水
の
聲
を
聞
き
、
以
て
人
有
り
と
爲
し
、
靜
聞
を

見
る
に
及
び
て
、
兩
創
を
戳
し
て
去
る
。
而
し
て
火
は
已
に
救
ふ
べ
か
ら
ず
。

時
に
諸
舟
倶
に
遙
か
に
避
く
る
も
、
而
も
兩
穀
舟
猶
ほ
在
り
。
之
に
呼
ぶ
に
、
彼
反
っ
て
遠
く
に
移
る
。

靜
聞
乃
ち
江
に
入
り
て
墮
つ
る
所
の
篷
を
取
り
て
筏
を
作
る
。
亟
に
經
笈
並
び
に
余
の
燼
餘
の
諸
物
を
攜

へ
て
、
渡
り
て
穀
舟
に
至
る
。
火
を
冒
し
て
再
び
入
り
て
艾
の
衣
・
被
・
書
・
米
及
び
石
瑤
庭
の
竹
笈
を

取
り
、
又
た
篷
の
上
に
置
き
、
再
び
穀
舟
に
渡
る
。
第
三
次
に
及
ぶ
に
、
則
ち
舟
已
に
沈
す
。
靜
聞
水
底

よ
り
濕
衣
三
四
件
を
取
り
得
、
仍
り
て
穀
舟
に
渡
る
。
而
し
て
穀
舟
黑
暗
に
乘
じ
て
紬
衣
等
の
物
を
匿
し
、

止
だ
布
衣
布
被
を
存
す
る
の
み
。
靜
聞
乃
ち
重
ね
て
沙
上
に
移
置
す
。
穀
舟
も
亦
た
開
去
す
。
余
が
輩
の

江
を
渡
る
を
守
る
に
及
び
、
石
と
艾
僕
と
救
は
る
る
所
の
物
を
見
、
悉
く
各
々
認
め
去
る
。
靜
聞
因
り
て

石
に
謂
ひ
て
曰
く
「
悉
く
是
れ
君
の
物
か
」
と
。
石
遂
に
大
い
に
靜
聞
を
詬
（
は
づ
か
し
）
め
て
謂
ふ
「
衆

人
爾
涯
に
登
り
て
盜
を
引
く
と
疑
ふ
［
哭
童
を
訊
（
た
づ
）
ぬ
る
を
謂
ふ
な
り
］
。
汝
は
眞
に
不
良
な
り
、

我
の
篋
を
掩
（
お
ほ
）
ふ
を
欲
す
る
か
」
と
。
知
ら
ず
、
靜
聞
は
彼
の
爲
に
刃
を
冒
し
、
寒
さ
を
冒
し
、

火
を
冒
し
、
水
を
冒
し
て
、
此
の
篋
を
奪
ひ
護
り
、
以
て
主
者
を
待
つ
を
。
彼
は
德
と
爲
さ
ず
し
て
、
反

っ
て
之
を
詬
む
。
盜
す
ら
猶
ほ
僧
を
憐
む
、
彼
更
に
盜
に
勝
れ
る
か
。
人
の
無
良
、
此
の
如
し
。

●
語
注

○
鄰
舟
客
戴
姓
者

三
月
八
日
条
に
、
永
州
祁
陽
県
の
白
水
駅
に
至
り
、
戴
宇
完
な
る
人
物
に
、
遭
難
し

た
と
き
に
衣
服
を
譲
っ
て
く
れ
た
お
礼
を
言
い
に
行
こ
う
と
す
る
記
事
が
あ
る
。

○
裏
衣

肌
着
、
下
着
。

○
單
褲

一
重
の
ズ
ボ
ン
。

○
畀

物
を
与
え
る
。

○
周
身

体
中
、
全
身
。

○
耳
挖

耳
か
き
。

○
事

器
物
を
数
え
る
数
詞
。

○
呉
門

蘇
州
の
別
称
。

○
二
十
年
前
從
閩
返
錢
塘
江
滸

徐
霞
客
は
、
万
暦
四
八
（
一
六
二
○
）
年
、
福
建
の
九
鯉
湖
に
遊
ん
で

い
る
（
「
遊
九
鯉
日
記
」
）
。
五
月
六
日
に
家
を
出
て
、
同
二
十
三
日
に
福
建
に
入
る
と
こ
ろ
か
ら
記
録
が

始
ま
る
。
九
鯉
湖
滞
在
は
、
六
月
八
日
か
ら
十
一
日
で
、
日
記
に
は
今
回
の
「
旅
程
は
六
十
三
日
間
」
で

あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
帰
宅
は
七
月
八
日
で
あ
ろ
う
。
丁
文
江
は
往
路
で
銭
塘
江
を
遡
上
し

た
の
だ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
復
路
も
同
じ
ル
ー
ト
を
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
復
路
に
つ
い
て
は
記
事
が
な

い
が
、
自
注
に
記
し
た
よ
う
に
、
身
の
回
り
の
も
の
を
売
り
払
っ
て
、
よ
う
や
く
杭
州
の
昭
慶
寺
に
た
ど

り
つ
い
て
い
る
。、
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○
腰
纏

胴
巻
き
、
ま
た
身
に
つ
け
て
い
る
金
品
。

○
酧

酬
に
同
じ
。
ム
ク-

ユ
。
支
払
う
。

○
昭
慶

杭
州
に
あ
っ
た
寺
院
。
杭
州
滞
在
時
の
、
崇
禎
九
（
一
六
三
六
）
年
九
月
二
九
日
か
ら
十
月
一

日
に
宿
泊
し
て
い
る
（
「
浙
遊
日
記
」
同
日
条
）。

○
艾
行
可
披
髪
而
行
、
遂
至
不
救

「
艾
行
可
は
披
髪
と
な
り
結
局
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
の
は
、
披
髪
ゆ

え
行
動
の
自
由
が
妨
げ
ら
れ
、
逃
げ
遅
れ
た
、
と
い
う
こ
と
か
。

あ
る
い
は
、
に
逃
げ
ら
れ
ず
。

○
衲

綴
り
合
わ
せ
る
の
意
。
衲
衣
は
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
衣
。
黄
珅
は
破
布
と
注
す
。

○
囚
鬼

囚
人
と
な
っ
た
妖
怪
、
幽
鬼
。
裸
に
近
い
ほ
ど
の
ぼ
ろ
を
ま
と
い
、
身
体
も
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態

を
言
う
か
。
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
「
餓
鬼
」
が
近
い
の
で
は
な
い
か
。

○
砭

石
針
で
指
す
。

○
諸
人

衆
人
、
ひ
と
び
と
。
黄
珅
ら
は
、
徐
霞
客
一
行
と
解
す
る
。

○
《
禹
碑
》

本
年
二
月
一
日
に
衡
陽
城
の
禹
碑
亭
に
あ
っ
た
「
七
十
二
字
碑
」
を
摸
写
し
た
も
の
。

○
《
衡
州
統
志
》

「
遊
記
」
に
は
こ
こ
に
し
か
見
え
な
い
。
こ
の
文
は
静
聞
の
言
葉
な
の
で
、
別
の
書

物
と
取
り
紛
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

○
襪

布
の
く
つ
し
た
、
足
袋
。

○
捱
覓

黄
珅
は
「
逐
一
尋
覓
」
と
注
す
。
あ
ま
ね
く
探
し
求
め
る
。

○
其
音

艾
の
消
息
。

○
銚

柄
と
注
ぎ
口
が
つ
い
た
鍋
の
一
種
。

○
斗

明
尺
な
ら
ば
、
一
斗
は
十
㍑
。

○
汊
江

車
江
。
十
一
日
条
に
「
爲
車
江
［
或
作
汊
江
］
」
と
あ
る
。

○
念
經

声
に
出
し
て
唱
え
る
お
経
。
仏
典
の
こ
と
だ
ろ
う
。

○
竹
撞

撞
で
は
「
つ
く
」
の
意
味
だ
が
、
竹
撞
で
、
薄
い
竹
片
で
作
っ
た
竹
か
ご
。
書
類
を
収
納
す
る

こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
遊
記
」
に
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。

○
《
一
統
志
》

「
大
明
一
統
志
」。
天
順
五
（
一
四
六
一
）
年
の
成
書
で
、
九
○
巻
。

○
文
湛
持

文
震
孟
（
一
五
七
四
～
一
六
三
六
）
。
長
州
の
人
。
字
は
文
起
、
号
は
湛
持
。
天
啓
二
年
（
一

六
二
二
）
殿
試
第
一
位
。
魏
忠
賢
ら
と
激
し
い
政
争
を
繰
り
広
げ
た
。
「
姑
蘇
名
賢
小
記
」
が
あ
る
。
「
明

史
」
巻
二
五
一
本
伝
。
霞
客
と
は
親
し
か
っ
た
よ
う
で
、
取
り
交
わ
し
た
詩
が
た
く
さ
ん
残
る
（
「
徐
霞

客
遊
記
」
や
「
晴
山
堂
石
刻
」
）。

○
黄
石
齋

黄
道
周
（
「
浙
遊
日
記
」
九
月
十
九
日
条
初
出
）
（
一
五
八
五
～
一
六
四
六
）
。
漳
浦
（
福
建

省
）
の
人
。
字
は
幼
元
、
幼
平
。
号
は
石
齋
。
諡
は
忠
烈
。
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
）
の
進
士
。
東
林

に
属
し
、
魏
忠
賢
ら
と
激
し
く
争
い
、
し
ば
し
ば
投
獄
さ
れ
た
。
北
京
の
陥
落
後
、
明
朝
復
興
運
動
に

従
っ
た
が
、
敗
れ
、
と
ら
わ
れ
て
南
京
で
没
し
た
。
学
問
の
他
、
科
学
や
書
画
に
も
優
れ
て
い
た
。
著

に
「
易
象
正
義
」
な
ど
が
あ
る
。
「
明
史
」
巻
二
五
五
本
伝
。
徐
霞
客
と
黄
道
周
と
の
交
際
は
、
河
内
利

治
『
黄
道
周
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
○
二
○
）
に
詳
し
い
。

○
錢
牧
齋

銭
謙
益
（
一
五
八
二
～
一
六
六
四
）
。
江
蘇
常
熟
の
人
。
字
は
受
之
、
号
は
牧
斎
。
万
暦
三

十
八
年
（
一
六
一
○
）
の
進
士
。
東
林
党
に
属
し
、
明
末
に
は
激
し
い
政
治
闘
争
に
も
身
を
投
じ
た
。
徐

霞
客
ら
と
も
深
く
交
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
生
涯
を
「
徐
霞
客
伝
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
（
明
末
崇
禎
十

六
年
出
版
の
「
初
学
集
」
所
収
）
。
と
こ
ろ
が
、
黄
道
周
ら
が
、
明
朝
に
殉
じ
た
の
と
異
な
り
、
南
明
政

権
が
た
お
れ
る
と
清
朝
に
降
伏
し
、
仕
官
し
た
。
「
明
史
」
の
編
纂
に
関
わ
る
な
ど
、
清
朝
で
も
高
官
と
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し
て
長
く
活
躍
し
た
。
し
か
し
乾
隆
帝
に
嫌
わ
れ
、
そ
の
著
は
全
て
焼
却
処
分
と
な
る
。
既
に
出
版
さ
れ

て
い
る
書
物
で
も
、
彼
の
著
述
は
抜
き
出
さ
れ
て
破
棄
さ
れ
た
（
抽
禁
）
。
彼
の
「
徐
霞
客
伝
」
も
そ
の

た
め
に
翻
弄
さ
れ
た
。「
清
史
稿
」
巻
四
八
九
本
伝
。

○
手
柬

手
紙
、
私
信
。

○
劉
愚
公

不
詳
。
「
江
右
遊
日
記
」
十
一
月
十
七
日
条
に
「
作
錢
・
陳
・
劉
諸
書
」
と
あ
る
。
銭
は
銭

謙
益
、
陳
は
陳
継
儒
で
あ
ろ
う
。
「
晴
山
堂
法
帖
」
掲
載
の
ひ
と
り
に
劉
若
宰
と
い
う
も
の
が
い
る
。
こ

の
も
の
で
あ
れ
ば
、
字
は
蔭
平
。
南
直
隷
潜
山
の
人
で
、
崇
禎
元
年
（
一
六
一
六
）
の
進
士
で
、
左
諭
徳

を
務
め
た
。

○
書
稿

劉
愚
公
へ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
「
粤
西
遊
日
記
三
」
九
月
二
十
四
日
条
に
、
右
江
と
左
江
が

合
流
し
て
郁
江
（
海
に
注
ぐ
珠
江
の
上
流
）
と
な
る
場
所
で
、
右
左
両
江
に
つ
い
て
考
察
す
る
自
注
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
「
余
昔
有
辨
、
詳
著
於
《
復
劉
愚
公
書
》
中
。
其
稿
在
衡
陽
遇
盜
失
去
。
」
と
あ
る
。
お

そ
ら
く
「
盤
江
考
」
の
よ
う
な
川
筋
に
関
す
る
論
考
で
あ
っ
て
、
劉
愚
公
へ
あ
て
た
書
簡
の
形
式
を
取
っ

た
小
論
文
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
皮
廂

廂
は
箱
。
大
型
の
は
こ
。

○
尺
頭

絹
織
物
。

○
眉
公

陳
継
儒
（
「
浙
遊
日
記
」
九
月
二
十
四
日
条
初
出
）（
一
五
五
八
～
一
六
三
九
）
。
松
江
（
上
海
）

の
人
。
字
は
仲
醇
、
号
は
眉
山
、
麋
公
。
出
仕
せ
ず
、
在
野
に
あ
っ
て
著
述
や
出
版
活
動
を
行
っ
た
。

徐
霞
客
と
は
親
し
く
、
彼
の
西
南
遊
に
先
だ
っ
て
、
先
ず
佘
山
に
継
儒
を
訪
ね
、
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を

し
て
い
る
。「
啓
禎
野
乗
」
巻
十
四
・
「
明
史
」
巻
二
九
八
本
伝
。

○
麗
江
木
公

木
増
（
一
五
八
七
～
一
六
四
六
）
。
納
西
族
の
名
は
、
阿
宅
阿
寺
。
十
一
歳
で
雲
南
麗
江

土
司
を
継
ぐ
。
雲
南
を
訪
ね
た
徐
霞
客
を
歓
待
し
、
保
護
を
あ
た
え
た
。
い
く
つ
か
の
別
集
を
編
纂
し
て

お
り
、
そ
の
ひ
と
つ
《
山
中
逸
趣
》
に
、
徐
霞
客
が
序
を
寄
せ
て
い
る
。

○
弘
辨
・
安
仁

鶏
足
山
悉
曇
寺
の
僧
侶
。
「
浙
遊
日
記
」
九
月
二
十
四
日
条
に
、
陳
継
儒
が
、
徐
霞
客

の
た
め
に
、
こ
の
二
人
の
僧
侶
に
あ
て
た
紹
介
文
を
書
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
滇
遊
日
記
五
」

十
二
月
二
十
三
日
条
に
、
鶏
足
山
の
悉
曇
寺
に
至
っ
た
徐
霞
客
に
対
し
「
弘
辨
安
仁
二
師
迎
飯
於
方
丈
」

と
あ
る
。

○
蒼
梧
道
顧
東
曙

「
浙
遊
日
記
」
九
月
二
十
日
条
に
「
（
王
）
孝
先
以
顧
東
曙
［
時
東
曙
爲
蒼
梧
道
、

其
乃
郎
伯
昌
所
寄
也
］
家
書
附
橐
中
」
と
あ
り
、
蒼
梧
（
湖
南
）
の
道
員
で
あ
っ
た
顧
東
曙
へ
あ
て
た
、

息
子
の
顧
伯
昌
か
ら
の
手
紙
を
あ
ず
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
手
紙
は
今
回
盗
賊
に
持
ち
去
ら

れ
た
。
「
粤
西
遊
日
記
二
」
七
月
二
十
七
日
条
に
「
先
是
蒼
梧
道
顧
東
曙
［
名
應
暘
］
、

余
錫
邑
人
也
、

其
乃
郎
以
家
訊
寄
來
、
過
衡
陽
、
爲
盜
劫
去
、
余
獨
行
至
此
、
即
令
其
仍
駐
此
地
、
亦
將
不
及
與
通
、
況

其
遠
在
蒼
梧
耶
」
、
同
八
月
十
五
日
条
に
「
時
州
守
爲
吾
郡
諸
楚
餘
、
有
寄
書
者
、
與
鬱
林
道
＊

顧
東
曙

家
書
倶
置
篋
中
、
過
衡
州
時
爲
盜
劫
去
」
と
あ
る
。

＊
八
月
十
五
日
条
に
は
、
蒼
梧
道
で
は
な
く
鬱
林
道
と
な
っ
て
い
る
。

○
宣
德
初

明
宣
宗
の
年
号
で
、
初
年
は
西
暦
一
四
二
六
年
。

○
莊
定
山

荘
昶
（
一
四
三
七
～
一
四
九
九
）
。
字
孔
暘
、
号
木
斎
等
。
江
浦
（
江
蘇
）
の
人
。
成
化
二

年
（
一
四
六
六
）
の
進
士
。
翰
林
検
討
な
ど
を
歴
任
す
る
が
、
謫
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
帰
隠
。
江

蘇
江
陰
の
定
山
に
居
を
構
え
隠
遁
す
る
こ
と
二
十
余
年
で
あ
っ
た
。
人
は
定
山
先
生
と
称
し
た
。
弘
治
年

間
（
一
四
八
八
よ
り
）
一
旦
公
務
に
復
帰
し
た
が
、
や
が
て
や
め
、
卒
す
。
諡
は
文
節
。
「
荘
定
山
集
」

が
あ
る
。「
明
史
」
一
七
九
本
伝
、「
明
儒
学
案
」
四
五
。
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○
陳
白
沙

陳
献
章
（
一
四
二
八
～
一
五
○
○
）
。
字
は
公
甫
、
号
は
石
齋
、
白
沙
先
生
と
称
さ
れ
た
。

広
東
省
新
会
県
白
沙
里
の
人
。
正
統
十
二
年
（
一
四
四
七
）
、
挙
人
と
な
る
も
、
つ
い
に
進
士
に
は
及
第

し
な
か
っ
た
。
任
官
せ
ず
、
故
郷
で
学
問
に
は
げ
ん
だ
。
そ
の
学
風
は
、
静
座
に
よ
り
主
体
の
確
立
を
求

め
る
も
の
で
、
朱
子
学
か
ら
距
離
を
置
く
も
の
で
あ
り
、
の
ち
の
王
陽
明
の
先
駆
と
さ
れ
る
。
「
白
沙
子

全
集
」
が
あ
る
。「
明
史
」
二
八
三
本
伝
、「
明
儒
学
案
」
五
。

○
字

字
帖
、
す
な
わ
ち
法
帖
（
習
字
の
お
手
本
）
で
あ
ろ
う
。

○
掛
廂

鍵
が
か
か
っ
て
い
る
鞄
。
あ
る
い
は
肩
掛
け
鞄
か
。

○
《
晴
山
帖
》

晴
山
堂
法
帖
。
泰
昌
元
年
（
あ
る
い
は
万
暦
四
十
八
年
、
一
六
二
○
）
、
徐
霞
客
は
、

母
王
夫
人
の
大
病
全
快
を
祝
っ
て
自
宅
の
敷
地
内
に
「
晴
山
堂
」
を
建
造
さ
せ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ま
で
に

集
め
た
明
代
の
詩
文
の
名
筆
を
、
三
方
の
壁
に
石
刻
と
し
て
残
す
事
業
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
天
啓
四
年
（
一

六
二
四
）
、
八
十
歳
と
な
っ
た
王
夫
人
を
言
祝
ぐ
た
め
、
「
秋
圃
晨
機
図
」
と
い
う
徐
霞
客
が
機
織
り
を

す
る
王
夫
人
に
仕
え
て
い
る
絵
画
が
描
か
れ
、
そ
れ
に
題
す
る
か
た
ち
で
霞
客
と
親
交
の
深
か
っ
た
名
士

た
ち
が
祝
福
の
詩
文
を
よ
せ
た
。
そ
れ
ら
も
石
刻
に
加
え
ら
れ
、
最
終
的
な
竣
工
は
崇
禎
六
年
（
一
六
三

三
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
石
刻
の
拓
本
が
「
晴
山
堂
法
帖
」
で
あ
る
。
呂
錫
生
・
薛
仲
良
『
晴
山
堂
法
帖
』

（
中
央
文
献
出
版
社
、
二
○
○
六
）
が
あ
り
、
何
平
「
中
国
碑
林
紀
行
（
二
十
九
）

徐
霞
客
ゆ
か
り
の

晴
山
堂
石
刻
」（
『
人
民
中
国
』
五
五
一
号
、
一
九
九
九
・
五
）
で
、
石
刻
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

○
陳
用
卿

明
代
の
万
暦
か
ら
天
啓
崇
禎
年
間
に
活
躍
し
た
焼
き
物
職
人
の
名
人
。
紫
砂
泥
と
い
う
特
殊

な
素
材
を
用
い
た
紫
砂
壺
の
作
家
と
し
て
有
名
だ
っ
た
。

○
笥

四
角
い
蓋
の
あ
る
竹
籠
。
衣
類
や
食
品
な
ど
を
入
れ
た
。
円
形
の
竹
籠
を
箪
と
い
う
。

○
曹
能
始

曹
学
佺
（
一
五
七
四
～
一
六
四
六
）
。
字
は
能
始
、
号
は
石
倉
な
ど
。
侯
官
（
福
建
省
福
州

に
の
県
）
の
人
。
万
暦
二
十
三
年
（
一
五
九
五
）
の
進
士
。
天
啓
の
間
広
西
参
議
な
ど
を
歴
任
す
る
が
、

弾
劾
さ
れ
下
野
。
崇
禎
帝
が
殺
さ
れ
唐
王
が
立
つ
と
そ
れ
に
従
軍
し
た
が
、
明
の
滅
亡
と
と
も
に
自
殺
し

た
。
諡
は
忠
節
。
徐
霞
客
と
親
し
く
、
「
晴
山
堂
法
帖
」
に
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
諸
学
に
通
じ
た
が
、

地
理
に
も
詳
し
く
、「
大
明
一
統
名
勝
志
（
別
名
「
大
明
輿
地
名
勝
志
」
）
」
二
百
八
巻
や
「
蜀
中
名
勝
記
」

三
十
巻
な
ど
が
あ
っ
た
。

○
《
名
勝
志
》
三
本

お
そ
ら
く
前
注
の
「
大
明
一
統
名
勝
志
」
で
あ
ろ
う
が
、
三
巻
と
あ
れ
ば
、
広
西

や
雲
南
と
い
っ
た
部
分
を
抜
き
出
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

○
《
雲
南
志
》
四
本

黄
珅
は
、
唐
樊
綽
の
「
蠻
書
」
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
。
雲
南
の
地
誌
で
、

元
十
巻
。
明
代
に
散
逸
し
た
が
、
清
代
に
輯
逸
本
が
作
ら
れ
た
。

○
《
遊
記
》
合
刻
十
本

不
詳
。

○
紬
衣

紬
は
綢
に
同
じ
。
綢
衣
は
絹
織
物
。

○
布
衣

麻
や
綿
の
粗
末
な
服
。

○
布
被

粗
末
な
寝
具
。

●
口
語
訳

［
十
二
日
］

《
９
》
衡
州
府
へ
生
還

●
戴
某
か
ら
衣
服
を
譲
っ
て
も
ら
う

隣
の
舟
の
客
で
戴
と
い
う
姓
の
者
が
、
私
を
た
い
そ
う
憐
ん
で
く
れ
て
、
自
分
の
肌
着
と
一
重
の
ズ
ボ

ン
そ
れ
ぞ
れ
一
着
を
私
に
分
け
与
え
て
く
れ
た
。
私
は
身
に
何
一
つ
ま
と
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
髻
の
中
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を
探
っ
て
み
た
と
こ
ろ
銀
の
耳
か
き
が
一
本
あ
っ
た
［
私
は
平
時
は
簪
を
用
い
な
い
。
（
た
だ
）
今
回
の
旅
行
で

蘇
州
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
、
二
十
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
福
建
（
の
九
鯉
湖
）
か
ら
銭
塘
江
の
水
辺
ま
で
返
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
、
路
銀
が
尽
き
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
と
き
は
た
ま
た
ま
髻
に
刺
し
て
い
た
簪
一
刺
し
が
あ
り
、
そ
れ

を
売
っ
て
、
半
分
は
食
費
に
あ
て
、
半
分
を
使
っ
て
輿
を
雇
い
、
そ
こ
で
や
っ
と
杭
州
の
昭
慶
寺
の
金
心
月
和
尚
の
と
こ

ろ
へ
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
今
回
の
旅
遊
で
は
簪
の
代
わ
り
に
耳
か
き
を
一
本
用
意
し
て
お
き
、
ひ
と
つ

に
は
髪
に
挿
し
て
用
い
る
た
め
、
ひ
と
つ
に
は
臨
時
の
緊
急
事
態
へ
の
備
え
と
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
今
回
、
湘
江
に
落

下
す
る
羽
目
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
幸
い
な
こ
と
に
こ
の
物
は
は
ず
れ
る
こ
と
も
な
く
て
、
髪
も
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
ず
に

す
ん
だ
（
し
か
も
命
を
長
ら
え
た
）
。
し
か
し
艾
行
可
は
ざ
ん
ば
ら
髪
に
な
っ
て
水
中
を
逃
げ
回
り
、
結
局
救
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
簪
と
い
う
小
さ
な
物
で
は
あ
る
が
、
（
そ
の
有
無
に
よ
っ
て
死
生
を
分
け
る
と
は
、
）
ま
こ
と
に
天
意
、

天
命
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
］
。
そ
こ
で
、
そ
れ
を
報
酬
と
し
て
与
え
た
。
あ
わ
た
だ
し
く
、
そ
の
姓
名
だ
け

を
問
う
て
（
お
そ
ら
く
お
礼
を
言
っ
て
）
別
れ
た
。

●
よ
う
や
く
身
繕
い
が
で
き
る

そ
の
時
、
顧
僕
も
裸
で
身
に
ま
と
う
物
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
戴
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
ズ

ボ
ン
を
顧
僕
に
与
え
、
自
分
は
も
ら
っ
た
肌
着
を
着
た
。
し
か
し
そ
の
肌
着
は
腰
ま
で
の
長
さ
し
か
な
か

っ
た
（
下
半
身
は
す
っ
ぽ
ん
ぽ
ん
で
あ
っ
た
）
。
旁
ら
に
い
た
水
主
が
一
切
れ
の
破
布
を
私
に
く
れ
た
。

そ
こ
で
そ
れ
で
下
半
身
の
前
部
を
覆
っ
た
。
そ
う
し
て
身
繕
い
が
で
き
、
や
っ
と
岸
に
上
が
っ
た
。

●
助
か
っ
た
一
行

上
陸
し
た
岸
は
、
ま
だ
湘
江
の
北
東
の
岸
だ
っ
た
。
そ
こ
で
岸
に
沿
っ
て
北
に
行
く
。

そ
の
時
、
一
緒
に
上
陸
し
た
の
は
、
私
と
顧
僕
、
石
瑤
庭
と
艾
行
可
の
下
僕
、
及
び
徽
州
か
ら
の
客
が

二
人
、
合
計
六
人
の
一
行
で
、
み
な
幽
囚
の
鬼
怪
の
よ
う
で
、
お
よ
そ
人
間
ら
し
か
ら
ぬ
「
餓
鬼
」
の
よ

う
な
姿
で
あ
っ
た
。

●
ボ
ロ
ボ
ロ
の
体
で
行
方
不
明
者
の
捜
索

裸
の
体
に
は
明
け
方
の
風
が
骨
に
し
み
通
る
ほ
ど
冷
た
く
、
靴
も
な
い
足
を
砂
礫
が
突
き
刺
さ
っ
て
裂

く
。
寒
さ
と
痛
み
で
、
前
に
進
も
う
と
す
る
が
そ
れ
は
な
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
止
ま
ろ
う
と
す
る
が
そ
れ

も
な
ら
な
い
。
（
そ
れ
で
も
よ
ろ
よ
ろ
し
な
が
ら
）
四
里
進
む
と
、
空
が
漸
く
明
る
く
な
っ
て
き
て
、
強

奪
さ
れ
て
燃
や
さ
れ
た
舟
が
、
湘
江
を
隔
て
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
見
え
て
き
た
。
川
上
や
川
下
に
も
た

く
さ
ん
の
船
が
も
や
っ
て
い
た
が
、
わ
れ
わ
れ
の
ひ
ど
い
姿
を
見
て
、
だ
れ
も
渡
江
し
て
く
れ
よ
う
と
は

し
な
い
。
繰
り
返
し
泣
き
叫
び
な
が
ら
頼
ん
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
を
信
じ
て
く
れ
る
も
の
は
だ
れ
ひ
と
り
い

な
か
っ
た
。
艾
行
可
の
下
僕
は
川
を
隔
て
て
そ
の
主
人
を
呼
び
、
わ
た
し
は
川
を
隔
て
て
静
聞
を
呼
び
、

徽
州
の
客
も
ま
た
そ
の
同
伴
の
仲
間
呼
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
か
け
た
が
、
一
人
と
し
て
こ
れ
に
応
じ
る

も
の
は
い
な
か
っ
た
。

●
静
聞
と
の
再
会

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
の
名
前
を
呼
ぶ
声
が
聞
こ
え
た
。
わ
た
し
は
こ
れ
は
静
聞
だ
、
と
分

か
っ
た
。
心
の
中
で
ひ
そ
か
に
喜
び
、
「
わ
れ
わ
れ
三
人
は
み
な
無
事
だ
っ
た
」
と
言
っ
た
。
速
や
か
に

静
聞
と
遇
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
、
湘
江
の
対
岸
に
い
た
地
元
民
が
、
船
を
出
し
て
く
れ
て
私
を
渡
河

さ
せ
て
く
れ
た
。

燃
え
て
い
る
船
に
至
り
、
遙
か
に
静
聞
の
姿
を
認
め
、
喜
び
を
更
に
増
し
た
。
そ
こ
で
川
に
入
っ
て
、

昨
日
川
に
投
じ
た
竹
の
箱
を
探
し
求
め
よ
う
と
し
た
。
静
聞
は
私
の
行
動
を
眺
め
て
、
何
を
し
て
い
る
の

か
と
問
い
、
遠
く
か
ら
私
に
呼
び
か
け
て
言
っ
た
。
「
箱
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
箱
の
中
に
あ
っ

た
資
金
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
手
書
き
で
書
写
し
た
《
禹
碑
》
と
《
衡
州
統
志
》
は
、
ま
だ
濡
れ
ず
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に
す
ん
で
い
ま
す
」
と
。

対
岸
に
登
る
と
、
静
聞
が
燃
え
る
船
か
ら
何
件
か
の
衣
類
や
竹
か
ご
を
救
出
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
沙

岸
に
置
き
、
側
で
見
守
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
私
が
凍
え
て
い
る
の
を
見
て
、
急
い
で
着
て
い
た
衣
を

脱
い
で
私
に
着
せ
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
私
の
ズ
ボ
ン
一
本
と
足
袋
一
足
を
救
出
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、

火
で
焦
げ
、
水
に
浸
っ
て
い
た
の
で
、
燃
え
残
り
の
熾
火
で
あ
ぶ
っ
て
乾
か
し
た
。

●
な
お
行
方
知
れ
ず
の
艾
行
可

こ
の
時
点
で
、
徽
州
の
客
五
人
は
み
な
無
事
で
あ
っ
た
。
艾
氏
一
行
の
四
人
は
、
二
人
の
友
人
と
下
僕

は
怪
我
は
し
て
い
た
が
生
存
し
て
い
た
。
た
だ
艾
行
可
本
人
だ
け
は
行
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

艾
の
二
人
の
友
人
と
下
僕
と
で
、
地
元
の
人
に
船
を
出
し
て
も
ら
っ
て
上
流
下
流
に
手
分
け
し
て
あ
ま
ね

く
探
し
求
め
た
。
わ
れ
わ
れ
は
河
岸
の
砂
州
で
衣
服
を
乾
か
す
こ
と
に
し
、
消
息
が
伝
え
ら
れ
る
の
を
待

つ
こ
と
に
し
た
。

●
や
っ
と
粥
に
あ
り
つ
く

時
に
と
て
も
空
腹
だ
っ
た
が
、
鍋
釜
の
類
い
は
全
て
燃
え
つ
き
て
い
た
。
す
る
と
静
聞
が
川
に
潜
っ
て

ひ
と
つ
の
鉄
鍋
を
見
つ
け
て
き
た
。
静
聞
は
再
び
川
に
潜
り
、
湿
っ
た
穀
物
数
斗
を
得
た[

先
に
乾
い
た
穀

物
数
斗
を
取
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
艾
氏
の
下
僕
に
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
］
。
そ
の
穀
物
で
粥
を

煮
、
遭
難
し
た
全
て
の
人
々
に
食
べ
さ
せ
、
自
分
は
最
後
の
残
り
を
食
べ
る
の
で
あ
っ
た
。

●
一
旦
衡
州
城
へ
帰
還

午
後
に
な
っ
た
が
、
艾
行
可
の
消
息
は
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
徽
州
の
客
た
ち
は
、
一
足
先
に
船

に
乗
っ
て
衡
州
城
に
戻
っ
た
。
私
は
、
石
瑤
庭
、
艾
行
可
の
友
人
の
曾
某
、
艾
行
可
の
下
僕
と
一
緒
に
、

徽
州
の
客
と
同
様
に
地
元
民
の
船
を
雇
っ
て
衡
州
城
に
還
る
こ
と
と
し
た
。
私
は
「
艾
行
可
は
先
に
帰
っ

て
い
る
だ
ろ
う
」
と
根
拠
も
な
く
考
え
た
。

地
元
の
船
は
た
い
そ
う
大
き
か
っ
た
が
、
操
舵
者
は
一
人
し
か
い
な
い
。
（
そ
の
た
め
船
の
運
航
が
ス

ム
ー
ズ
で
は
な
く
）
川
の
流
れ
に
順
っ
て
下
っ
て
い
る
の
だ
が
、
二
十
里
あ
ま
り
も
行
か
な
い
う
ち
に
、

車
江
の
と
こ
ろ
で
す
で
に
薄
暮
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
二
十
里
で
東
陽
渡
に
至
る
こ
ろ
は
、
も
は
や
深
夜
で

あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
、
月
が
再
び
出
て
あ
た
り
を
明
る
く
照
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
月
明
か
り
の
中

を
三
十
里
進
み
、
よ
う
や
く
衡
州
城
の
鉄
楼
門
に
到
着
し
た
。
時
は
も
は
や
五
鼓
（
あ
け
が
た
）
で
あ
っ

た
。
艾
行
可
を
捜
す
使
者
が
先
に
衡
州
城
に
戻
っ
て
い
た
の
で
、
消
息
を
聞
い
た
が
、
結
局
全
く
分
か
ら

な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

《

》
静
聞
が
語
る
事
の
顛
末

10
●
僧
侶
と
お
経
に
は
手
を
出
さ
な
い
盗
賊

こ
の
時
よ
り
も
前
の
こ
と
だ
が
、
静
聞
は
、
私
た
ち
が
裸
で
川
に
飛
び
込
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
彼
の
お

経
を
収
め
て
い
た
竹
の
背
負
子
が
小
舟
の
屋
根
の
側
に
あ
る
の
を
見
て
、
つ
い
に
逃
げ
ず
に
そ
こ
に
留
ま

る
こ
と
を
選
択
し
た
。
命
を
省
み
ず
懇
願
し
た
と
こ
ろ
、
盗
賊
は
お
経
に
は
手
を
つ
け
な
か
っ
た
。

●
蹂
躙
さ
れ
る
徐
霞
客
の
荷
物
（
旅
行
の
携
帯
品
が
分
か
る
）

盗
賊
は
、
私
の
竹
籠
を
壊
し
た
が
、
籠
の
中
に
は
書
籍
や
書
類
の
類
い
ば
か
り
だ
っ
た
た
め
、
籠
を
逆

さ
ま
に
し
て
中
身
を
船
底
に
ぶ
ち
ま
け
た
。
そ
れ
を
静
聞
が
懇
願
し
な
が
ら
拾
い
集
め
、
壊
れ
た
竹
か
ご

の
中
に
収
納
し
た
。
盗
賊
は
そ
う
し
た
静
聞
の
行
為
も
禁
じ
な
か
っ
た[

籠
の
中
身
は
『
大
明
一
統
志
』
な
ど

の
書
籍
類
、
及
び
文
湛
持
・
黄
石
斎
・
銭
牧
斎
が
私
に
寄
せ
て
く
れ
た
手
紙
、
そ
し
て
私
が
綴
っ
て
き
た
日
記
と
様
々
な

遊
記
の
下
書
き
で
あ
っ
た
（
こ
れ
ら
は
無
事
で
あ
っ
た
）
。
た
だ
劉
愚
公
に
あ
て
た
書
簡
体
の
小
論
の
草
稿
は
な
く
な
っ

て
い
た]

。
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盗
賊
は
次
に
私
の
革
製
の
鞄
を
開
き
、
中
に
絹
織
物
が
あ
る
の
を
見
つ
け
る
と
、
す
ぐ
に
そ
れ
ら
す
べ

て
を
、
（
持
参
し
た
、
あ
る
い
は
そ
こ
ら
に
あ
っ
た
）
袋
の
中
に
入
れ
て
持
ち
去
っ
た
。
こ
の
鞄
に
は
、

陳
継
儒
が
麗
江
の
土
司
木
公
に
あ
て
た
敘
文
の
原
稿
、
さ
ら
に
陳
継
儒
が
雲
南
鶏
足
山
の
僧
侶
弘
辨
と
安

仁
に
あ
て
た
書
簡
、
蒼
悟
道
の
顧
東
曙
輩
に
あ
て
た
顧
の
家
族
か
ら
の
書
簡
、
す
べ
て
で
数
十
通
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
ま
た
、
張
宗
璉
が
著
述
し
た
『
南
程
続
記
』
が
あ
っ
た
。
こ
の
書
は
、
宣
德
年
間
の
初
め
、

張
侯
が
広
東
に
特
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
と
き
に
作
成
さ
れ
た
自
筆
稿
本
で
あ
り
、
張
侯
の
一
族
が
二
百

年
あ
ま
り
の
あ
い
だ
珍
藏
し
て
い
た
も
の
で
、
私
が
そ
の
一
族
に
懇
願
し
て
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
荘

昶
と
陳
献
章
（
陳
白
沙
）
の
法
帖
で
つ
つ
み
、
書
簡
の
中
に
ま
じ
え
て
し
ま
っ
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。

静
聞
は
そ
う
と
は
知
ら
ず
、
ま
た
お
願
い
し
て
留
め
て
も
ら
う
暇
も
な
い
ま
ま
に
、
す
べ
て
持
ち
去
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。
ど
こ
か
に
う
ち
捨
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
と
、
ま
こ
と
に
痛
ま
し
く
残
念

な
こ
と
で
あ
る
。

盗
賊
は
さ
ら
に
私
の
掛
箱
（
鍵
つ
き
鞄
）
も
手
に
し
た
。
中
に
家
藏
の
『
晴
山
堂
法
帖
』
六
巻
、
鉄
針
、

錫
製
の
瓶
、
陳
用
卿
作
の
壺
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
貴
重
な
物
で
あ
る
。
盗
賊
は
鞄
を
手
に
し
た
も
の
の

蓋
を
開
け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
早
々
に
そ
の
ま
ま
袋
の
中
に
入
れ
た
。

盗
賊
は
さ
ら
に
私
の
大
型
衣
装
ケ
ー
ス
を
ぶ
ち
や
ぶ
り
、
な
か
に
あ
っ
た
果
実
や
餅
を
手
に
取
っ
て
み

ん
な
船
底
に
投
げ
込
ん
だ
。
そ
し
て
曹
学
佺
の
「
名
勝
志
」
三
巻
、
「
雲
南
志
」
四
巻
、
及
び
合
刻
「
遊

記
」
十
巻
は
、
す
べ
て
灰
燼
に
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。

艾
行
可
の
船
艙
の
各
種
物
品
も
、
ほ
と
ん
ど
が
燃
え
尽
き
て
い
た
。
た
だ
石
瑤
庭
の
一
つ
の
竹
籠
だ
け

が
、
未
開
封
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
た
。

●
盗
賊
の
放
火
と
静
聞
の
負
傷

盗
賊
は
立
ち
去
る
に
際
し
、
す
ぐ
さ
ま
後
ろ
の
船
室
に
火
を
放
っ
た
。
そ
の
時
、
静
聞
は
ち
ょ
う
ど
そ

の
側
に
留
ま
っ
て
い
て
、
盗
賊
が
立
ち
去
る
の
を
待
っ
て
、
す
ぐ
さ
ま
火
を
消
そ
う
と
思
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
我
々
の
船
室
の
入
口
か
ら
も
火
の
手
が
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
静
聞
は
再
び
川
に
入
り
、
水
を
く
ん

で
火
に
注
い
で
消
そ
う
と
し
た
。
す
る
と
盗
賊
の
一
人
が
、
静
聞
が
水
に
入
る
音
を
聞
き
つ
け
、
ま
だ
人

が
い
る
と
思
い
（
戻
っ
て
き
た
）
。
そ
し
て
静
聞
を
見
つ
け
る
と
、
二
度
切
り
つ
け
て
か
ら
立
ち
去
っ
た
。

静
聞
は
負
傷
し
、
結
局
火
を
消
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

●
必
死
で
遺
留
荷
物
を
回
収
す
る
静
聞

そ
の
時
、
も
や
っ
て
い
た
船
た
ち
は
遙
か
遠
く
に
避
難
し
て
い
た
が
、
二
艘
の
穀
物
船
は
な
お
そ
こ
に

留
ま
っ
て
い
た
。
静
聞
が
声
を
掛
け
た
が
、
そ
の
船
は
（
助
け
に
来
る
ど
こ
ろ
か
）
返
っ
て
遠
く
に
移
動

し
て
い
っ
た
。
静
聞
は
そ
こ
で
川
に
入
り
、
落
ち
て
い
た
小
屋
の
屋
根
で
筏
を
作
っ
た
。
す
み
や
か
に
お

経
を
収
め
た
籠
や
、
私
の
燃
え
残
り
の
物
品
な
ど
を
拾
い
集
め
、
川
を
渡
っ
て
穀
物
船
に
持
っ
て
行
っ
た
。

さ
ら
に
燃
え
る
火
を
も
の
と
も
せ
ず
に
再
び
船
に
入
り
、
艾
行
可
の
衣
服
、
寝
具
、
書
籍
、
穀
物
、
及

び
石
瑤
庭
の
竹
籠
を
取
り
、
ま
た
篷
の
筏
の
上
に
置
い
て
、
再
び
穀
物
船
に
運
ん
だ
。
荷
物
の
回
収
を
行

う
こ
と
三
回
目
で
、
私
た
ち
の
船
は
沈
没
し
た
。
静
聞
は
川
底
か
ら
湿
っ
た
衣
を
三
四
枚
拾
い
上
げ
、
穀

物
船
に
渡
っ
た
。

●
遺
留
荷
物
を
船
人
に
盗
ま
れ
る

す
る
と
、
穀
物
船
の
人
が
、
暗
闇
に
乗
じ
て
私
た
ち
の
絹
織
物
等
を
盗
み
隠
し
て
し
ま
っ
た
。
残
っ
て

い
た
の
は
粗
末
な
衣
服
と
寝
具
だ
け
だ
っ
た
。
静
聞
は
そ
こ
で
残
っ
た
荷
物
を
重
ね
、
河
岸
の
砂
州
に
移

動
し
た
。
穀
物
船
も
離
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
私
た
ち
が
川
を
渡
っ
て
く
る
ま
で
荷
物
を
守
っ
て
待
っ
て

い
た
の
だ
っ
た
。
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●
石
瑤
庭
の
非
道
な
振
る
舞
い

石
瑤
庭
と
艾
行
可
の
下
僕
は
、
救
出
さ
れ
た
物
品
を
見
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
も
の
だ
と
認
め
て
全
て

持
ち
去
っ
た
。
そ
の
と
き
静
聞
が
石
瑤
庭
に
「
こ
れ
ら
は
み
な
あ
な
た
の
物
で
す
か
」
と
問
う
と
、
石
瑤

庭
は
大
い
に
静
聞
を
罵
っ
て
言
っ
た
「
み
ん
な
、
お
ま
え
が
岸
に
登
っ
て
盗
賊
を
引
き
込
ん
だ
と
疑
っ
て

い
る
ぞ
［
静
聞
が
、
泣
い
て
い
る
子
ど
も
に
わ
け
を
尋
ね
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
］
。
お
ま
え
は
本
当
に
悪
い
や
つ

だ
。
私
の
荷
物
を
覆
い
隠
そ
う
と
し
て
い
た
だ
ろ
う
」
と
。
石
瑤
庭
は
全
く
分
か
っ
て
い
な
い
、
静
聞
が
彼
の

た
め
に
、
刃
に
身
を
さ
ら
し
、
寒
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
燃
え
さ
か
る
火
を
か
い
く
ぐ
り
、
川
を
お
し
渡

っ
て
、
彼
の
荷
物
を
奪
還
し
て
保
護
し
、
持
ち
主
に
返
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
。
そ
れ
を
彼
は
感
謝
す

る
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
静
聞
を
罵
る
と
は
。

盗
賊
で
す
ら
、
僧
侶
で
あ
る
静
聞
に
対
し
情
け
を
か
け
た
。
石
瑤
庭
は
、
盗
賊
に
も
劣
る
や
つ
だ
。
人

心
の
荒
廃
、
こ
こ
に
極
ま
っ
た
。

［
二
月
十
三
日
］

《
概
要
》
衡
陽
城
へ
戻
っ
た
霞
客
は
、
同
郷
の
金
祥
甫
を
頼
り
、
身
を
落
ち
着
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

■
本
文
の
部

十
三
日

昧
爽
登
涯
、
計
無
所
之
。
思
金
祥
甫
爲
他
郷
故
知
、
投
之
或
可
強
留
。
候
鐵
樓
門
開
、
乃
入
。
急
趨
祥

甫
寓
、
告
以
遇
盜
始
末
、
祥
甫
愴
然
。
初
欲
假
數
十
金
於
藩
府
、
托
祥
甫
擔
當
、
隨
托
祥
甫
歸
家
取
還
、

而
余
輩
仍
了
西
方
大
願
。
祥
甫
謂
藩
府
無
銀
可
借
、
詢
余
若
歸
故
郷
、
爲
別
措
以
備
衣
裝
。
余
念
遇
難
輒

返
、［
缺
］
覓
資
重
來
、
妻
孥
必
無
放
行
之
理
、
不
欲
變
余
去
志
、
仍
求
祥
甫
曲
濟
。
祥
甫
唯
唯
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

十
三
日

昧
爽
に
涯
に
登
る
。
計
る
に
之
く
所
無
し
。
思
ふ
に
金
祥
甫
は
他
郷
の
故
知
た
り
。
之
に
投
じ
或
ひ
は

強
ひ
て
留
る
べ
し
、
と
。
鐵
樓
門
の
開
く
を
候
ち
、
乃
ち
入
る
。
急
く
祥
甫
の
寓
に
趨
り
、
以
て
盗
に
遇

ふ
の
始
末
を
告
ぐ
。
祥
甫
愴
然
た
り
。

初
め
數
十
金
を
藩
府
よ
り
假
り
、
祥
甫
に
擔
當
を
託
し
、
隨
ひ
て
祥
甫
に
家
に
歸
り
て
取
り
還
る
を
託

す
。
而
し
て
余
が
輩
は
仍
り
て
西
方
の
大
願
を
了
へ
ん
と
欲
す
。
祥
甫
謂
ふ
、
藩
府
に
銀
の
借
す
べ
き
無

し
、
と
。
余
に
詢
る
に
、
若
し
故
郷
に
歸
る
な
ら
ば
、
別
れ
の
た
め
に
措
く
に
衣
裝
を
備
ふ
る
を
以
て
せ

は
か

お

ん
、
と
。
余
念
ふ
、
難
に
遇
ひ
て
輒
ち
返
れ
ば
、
［
缺
］
資
を
覓
む
る
こ
と
重
來
す
れ
ば
、
妻
孥
必
ず
放

行
す
る
理
無
く
し
て
、
余
が
去
る
の
志
を
變
ず
る
を
欲
せ
ざ
ら
ん
、
と
。
仍
り
て
祥
甫
に
曲
げ
て
濟
を
求

む
。
祥
甫
唯
唯
た
り
。

●
語
注

○
愴
然

悲
し
み
い
た
む
、
心
を
い
た
め
る
。

○
擔
當

任
務
、
責
任
を
負
う
。
担
保
と
な
る
、
保
証
人
と
な
る
こ
と
か
。
。
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○
隨

あ
と
か
ら
。

○
托
祥
甫
歸
家
取
還

か
な
り
意
訳
し
た
。

○
措

ほ
ど
こ
す
、
取
り
計
ら
う
。

○
［
缺
］

こ
の
く
だ
り
、
欠
文
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

○
妻
孥

妻
子
。

○
放
行

自
由
に
行
か
せ
る
。

○
曲

曲
意
の
意
味
。
自
己
の
気
持
ち
を
ま
げ
て
。

○
濟

救
済
す
る
。
徐
霞
客
を
助
け
て
く
れ
、
と
い
う
こ
と
。

○
唯
唯

丁
寧
な
返
事
、
は
い
。
あ
る
い
は
、
の
ら
り
く
ら
り
と
言
葉
を
濁
す
さ
ま
。。

●
口
語
訳

［
十
三
日
］

《

》
同
郷
の
金
祥
甫
に
救
済
を
頼
む

12未
明
に
岸
に
登
る
。
考
え
た
が
、
ど
こ
に
行
く
宛
て
も
な
い
。
そ
こ
で
思
っ
た
の
は
、
金
祥
甫
は
他
郷

に
い
る
旧
知
の
間
柄
で
あ
る
、
彼
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
、
な
ん
と
し
て
も
逗
留
さ
せ
て
も
ら
わ
ね
ば
、

と
。
鉄
楼
門
が
開
く
の
を
待
っ
て
、
衡
陽
城
に
入
城
す
る
。
急
い
で
金
祥
甫
の
寓
居
に
赴
き
、
盗
賊
に
襲

わ
れ
た
こ
と
の
顛
末
を
告
げ
た
。
金
祥
甫
は
悲
し
み
い
た
ん
で
く
れ
た
。

私
は
は
じ
め
、
桂
王
府
か
ら
数
十
金
を
借
用
し
、
金
祥
甫
に
保
証
人
を
お
願
い
し
、
さ
ら
に
、
あ
と
か

ら
金
祥
甫
が
江
陰
の
家
に
帰
っ
た
と
き
に
、
（
借
用
し
た
代
金
を
私
の
実
家
で
用
意
し
、
そ
の
金
を
金
祥

甫
が
）
受
け
取
っ
て
、
衡
陽
城
に
持
っ
て
帰
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
。
そ
う
し
て
私
た
ち
は
西
へ
向
か
う

大
願
の
旅
を
終
わ
ら
せ
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
思
っ
た
。
す
る
と
金
祥
甫
が
言
う
に
は
、
「
桂
王
府
に
は
貸

せ
る
よ
う
な
銀
は
な
い
」
と
。
そ
し
て
私
に
、
も
し
こ
こ
で
故
郷
に
引
き
返
す
の
な
ら
ば
、
送
別
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
と
取
り
計
ら
っ
て
衣
服
や
装
備
を
整
え
て
あ
げ
て
も
よ
い
、
と
進
め
た
。
私
は
考
え
た
「
困
難

に
直
面
す
る
た
び
に
引
き
返
し
て
い
た
ら
、
［
缺
］
何
度
も
資
金
を
も
と
め
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、

妻
子
は
、
私
が
自
由
に
旅
に
出
る
の
を
行
く
の
を
認
め
る
理
由
が
な
く
な
る
が
、
か
と
い
っ
て
私
の
行
き

た
い
と
す
る
気
持
ち
を
変
え
る
こ
と
を
望
ま
な
い
だ
ろ
う
、
と
。
そ
こ
で
金
祥
甫
に
、
こ
こ
は
ひ
と
つ
志

を
曲
げ
て
も
助
け
て
く
だ
さ
い
、
と
頼
み
込
ん
だ
。
金
祥
甫
は
「
は
い
は
い
（
あ
る
い
は
「
は
い
」
）
」

と
言
っ
た
。

（
第
三
部
へ
続
く
）

薄
井
俊
二
訳
：
二
○
二
五
年
三
月
十
一
日


